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校
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江
家
︑
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家
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屋
形
家

豊
前
中
津
の
諸
条
件
に
つ
い
て

中
津
藩
は
︑
豊
前
国
下
毛
郡
中
津
周
辺
を
領
有
し
た
藩
で
あ
る
︒
幕
府
の
直
轄
地
長

崎
や
薩
摩
︑
対
馬
︑
福
岡
お
よ
び
佐
賀
な
ど
と
比
べ
︑
近
世
の
豊
前
中
津
は
海
外
と
の

交
流
や
海
外
情
報
の
収
集
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い
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ま
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た
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へ
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山
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地
帯
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越
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な
け
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な
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っ
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︒
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の

よ
う
な
地
理
的
制
約
を
受
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︑
中
津
地
方
の
人
々
の
視
線
は
東
へ
向
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い
た
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瀬
戸

内
海
地
域
は
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古
来
よ
り
海
上
交
流
で
発
展
し
︑
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種
の
経
済
文
化
圏
を
形
成
し
て
お

り
︑
中
津
港
は
︑
こ
の
交
通
網
に
組
み
込
ま
れ
た
拠
点
で
あ
っ
た
︒
大
坂
に
置
か
れ
た

蔵
屋
敷
は
︑
江
戸
の
上
・
中
屋
敷
と
と
も
に
情
報
収
集
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
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た
し
た
︒
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︑
海
外
よ
り
国
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を
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が
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︑
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応
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︑
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お
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歴
史
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功
績
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あ
げ
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に
な
っ
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︒
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原
動
力
は
︑
当
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の
人
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の
探
求
心

や
先
を
読
む
力
︑
行
動
力
な
ど
で
あ
る
︒
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正
一
五
﹇
一
五
八
七
﹈
年
︑
黒
田
孝よ
し

高た
か

が
入
部
し
︑
約
一
二
万
石
を
領
有
し
た

が
︑
一
七
世
紀
末
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ま
で
藩
の
政
策
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取
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巻
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状
況
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っ
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︒
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︵
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︶
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︑
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︑
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図一 江戸時代の北部九州（九州九ケ国之絵図、文化十癸酉正月［1813］、文

枩堂開板）
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町
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候
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金
苗
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竜
︑
中
村
寛
助
︑
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永
良
平
︑
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永
圭
司
︑
土
佐
井

玄
良

【日
田
︼
日
田
圭
司

【神
田
︼
福
田
運
平

【田
深
︼
山
下
玄
一

【月
股
︼
柳
井
龍
徳

【大
坂
︼
坂
金
吾

江
戸
詰
の
医
療
関
係
者
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
︒
こ
れ
ま
で
名
前
が
確
認
さ
れ

た
唯
一
の
事
例
は
︑
明
和
・
天
明
頃
︑
築
地
鉄
砲
洲
の
中
屋
敷
で
産
科
医
と
し
て
一
家

を
成
し
︑﹁
産
育
編
﹂︵
三
巻
︶
を
著
し
た
山
辺
文
伯
で
あ
る
15

︒
藩
主
の
参
勤
交
代
に

随
行
し
た
大
江
・
村
上
両
家
の
御
典
医
が
︑
江
戸
滞
在
中
︑
木こ

挽び
き

町
汐
留
や
鉄
砲
洲
で

藩
士
ら
の
面
倒
を
見
た
か
も
し
れ
な
い
が
︑
多
く
の
場
合
は
︑
江
戸
の
町
医
師
が
呼
び

出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
小
規
模
の
大
坂
蔵
屋
敷
に
藩
医
が
常
住
し
て
い
た
と
は

考
え
に
く
い
︒
医
業
に
よ
っ
て
後
世
に
名
を
残
し
た
医
師
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
︑
中

津
藩
の
江
戸
屋
敷
は
別
の
形
で
医
学
史
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
︒
中
屋
敷

に
お
い
て
︐
中
津
藩
医
・
前
野
良
沢
︵
一
七
二
三
〜
一
八
〇
三
16

︶
が
同
志
と
と
も
に

解
剖
書
﹃
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
﹄
の
翻
訳
を
進
め
︑
ま
た
安
政
五
﹇
一
八
五
八
﹈

年
に
福
澤
諭
吉
が
こ
こ
で
︑
後
に
慶
應
義
塾
の
基
と
な
る
蘭
学
塾
を
開
い
た
︒
ま
た
︑

蘭
学
史
の
一
里
塚
と
も
い
う
べ
き
﹃
蘭
語
訳
撰
﹄︵
一
八
一
〇
年
刊
︶
お
よ
び
﹃
中
津

バ
ス
タ
ー
ル
ド
辞
書
﹄︵
一
八
二
二
年
︶
と
い
う
二
つ
の
﹁
中
津
辞
書
﹂
も
︑
こ
こ
で

編
纂
さ
れ
た
︒

医
薬
分
離
の
な
い
時
代
に
︑
大
江
家
と
村
上
家
の
よ
う
な
地
方
の
医
師
は
薬
園
を

持
っ
て
い
た
が
︑
漢
方
で
あ
れ
蘭
方
で
あ
れ
︑
治
療
薬
の
一
部
は
薬
種
商
を
通
じ
て
取

り
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
江
戸
中
期
ま
で
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
︑
江
戸

後
期
・
明
治
初
期
に
は
新
博
多
町
で
衛
藤
源
七
即
お
よ
び
森
松
蔵
17

が
店
舗
を
構
え
薬

種
商
を
営
ん
で
い
た
︒
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図二 衛藤源七即の店舗（松田竹園画）。泉亀吉（1886年）より

図三 森松蔵の｢精々堂｣（松田竹園画）。泉亀吉（1886年）より

図四 豊前中津野上屋助七の売薬札（中津市大江医家史料館蔵）



こ
れ
ら
の
薬
種
商
が
医
師
と
協
力
し
な
が
ら
︑
売
薬
を
開
発
し
た
例
も
あ
る
︒
大
江

医
家
に
残
っ
て
い
る
一
連
の
版
木
に
は
︑﹁
豊
前
中
津
野
上
屋
助
七
﹂
が
調
合
し
た

﹁
如
神
丸
﹂
や
︑
蘭
方
と
称
し
た
疑
似
薬
が
あ
る
︒

近
世
の
中
津
藩
に
お
け
る
知
の
伝
達

当
時
の
豊
前
・
豊
後
に
お
け
る
民
衆
教
育
は
非
常
に
先
駆
的
な
も
の
だ
っ
た
︒
士
族

の
子
弟
を
対
象
と
し
た
家
塾
や
私
塾
が
登
場
す
る
前
に
︑
す
で
に
数
多
く
の
寺
子
屋
が

あ
っ
た
︒
と
り
わ
け
中
津
藩
の
寺
子
屋
数
は
一
三
三
に
も
上
り
︑
き
わ
め
て
多
か
っ

た
18

︒
こ
の
庶
民
の
知
識
欲
は
︑
後
に
藩
の
教
育
政
策
に
も
影
響
を
与
え
た
︒

江
戸
前
期
の
中
津
に
お
け
る
高
等
教
育
に
つ
い
て
は
︑
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い

が
︑
自
ら
の
力
で
学
習
塾
を
開
い
た
町
人
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
︒
小
笠
原
時
代

︵
一
六
九
八
〜
一
七
一
六
︶
に
儒
者
安
東
省せ
い

庵あ
ん

や
貝
原
益
軒
と
親
交
が
あ
り
︑
伊
藤
仁

斎
の
学
説
を
提
唱
し
た
豪
商
・
富
永
鈍ど
ん

翁の
う

︵
一
六
五
〇
〜
一
七
二
六
︶
は
︑
開
善
寺
︑

円
応
寺
お
よ
び
私
邸
で
︑
藩
主
と
藩
士
に
﹃
孟
子
﹄︑﹃
易
経
﹄
な
ど
を
教
授
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
︒
養
子
と
な
っ
た
富
永
仁
里
︵
一
六
九
七
〜
一
七
六
一
︶19
は
︑
そ
の

塾
を
受
け
継
い
だ
20

︒

奥
平
氏
の
中
津
移
封
で
︑
藩
は
よ
り
積
極
的
に
学
問
を
奨
励
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

宮
津
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
儒
者
・
村
上
重
斉
お
よ
び
土
居
震
八
が
藩
主
と
と
も
に
中
津

に
移
り
︑
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
月
並
講
釈
を
再
開
し
た
︒
出
席
状
況
が
あ
ま
り
芳

し
く
な
か
っ
た
た
め
︑
享
保
四
﹇
一
七
一
九
﹈
年
七
月
に
︑
藩
士
の
学
習
を
促
進
す
る

布
令
が
出
た
︒

﹁
奥
平
家
ノ
定
法
ニ
︑
凡
藩
士
ハ
政
ヲ
為
シ
民
ヲ
治
ム
ル
ニ
ハ
︑
書
ヲ
読
ミ
︑
道

ヲ
知
ラ
ザ
ル
ヲ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
ナ
シ
︑
例
月
儒
者
ヲ
城
中
ニ
召
シ
テ
︑
経
書
ヲ
講
シ
︑

之
ヲ
小
姓
以
上
士
分
ノ
モ
ノ
ニ
聞
カ
シ
ム
﹂21

こ
の
よ
う
な
形
の
﹁
公
的
教
育
﹂
は
以
降
も
続
い
て
い
た
︒
宝
暦
二
﹇
一
七
五
二
﹈

年
︑
師
・
土
居
震
八
と
と
と
も
に
堀
川
学
派
に
属
す
る
藤
田
敬
所
︵
一
六
九
八
〜
一
七

七
六
22

︶
が
儒
臣
と
な
り
︑
そ
の
門
人
に
は
後
に
独
自
の
学
問
体
系
を
築
い
た
哲
学

者
・
医
師
の
三
浦
梅
園
お
よ
び
倉
成
竜
り
ょ
う

渚し
ょ

ら
が
い
た
︒
当
時
は
︑
日
出
藩
士
・
原
田

東と
う

岳が
く

︵
一
七
〇
九
〜
一
七
八
三
︶
が
中
津
で
儒
学
塾
を
開
き
子
弟
に
教
え
て
い
た
が
︑

厚
遇
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
儒
員
に
は
列
せ
ら
れ
な
か
っ
た
︒
教
育
環
境
を
安
定
さ
せ

る
た
め
か
︑
藤
田
敬
所
の
没
後
︑
中
津
藩
が
出
し
た
家
督
令
に
︑
儒
学
者
の
世
襲
を
促

す
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
︒

﹁
儒
者
ハ
其
業
ヲ
以
テ
命
シ
︑
若
嗣
子
其
器
ニ
乏
シ
キ
ト
キ
ハ
︑
其
旧
家
格
ニ
困

リ
テ
之
ヲ
命
ス
ベ
シ
﹂23

寛
文
九
﹇
一
六
六
九
﹈
年
に
︑
岡
山
藩
が
他
藩
に
先
駆
け
て
﹁
国
学
﹂
と
い
う
藩
校

を
開
い
た
が
︑
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
の
は
一
八
世
紀
中
頃
か
ら
で
あ
る
︒
天
明

六
﹇
一
七
八
六
﹈
年
に
藩
主
奥
平
昌
男
の
末
期
養
子
と
し
て
家
督
を
継
い
だ
昌
高
公
の

最
初
の
業
績
と
し
て
多
く
の
研
究
者
が
藩
校
﹁
進
脩
館
﹂
の
開
設
を
挙
げ
て
い
る

が
24

︑
同
館
が
設
立
さ
れ
た
寛
政
二
﹇
一
七
九
〇
﹈
年
に
は
昌
高
は
ま
だ
少
年
だ
っ
た

の
で
︑
大
き
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
︒
む
し
ろ
︑
赤
穂
藩
の
赤
松
滄そ
う

洲
し
ゅ
う

︵
一
七
二
一
〜
一
八
〇
一
︶
や
京
都
の
松
本
愚
山
︵
一
七
五
五
〜
一
八
三
四
︶
に
学
ん

だ
後
︑
天
明
七
﹇
一
七
八
七
﹈
年
に
中
津
藩
の
御
儒
者
見
習
と
な
っ
た
野
本
雪せ
つ

巌が
ん

︵
一

七
六
一
〜
一
八
三
五
︶
お
よ
び
倉
成
龍
渚
の
個
人
に
よ
る
活
動
が
﹁
進
脩
館
﹂
創
設
に

つ
な
が
っ
た
︒
当
面
の
間
︑
雪
巌
の
家
塾
が
﹁
進
脩
館
﹂
の
講
堂
と
し
て
利
用
さ
れ
た

の
は
偶
然
で
は
な
い
︒
寛
政
八
年
︑
片
端
町
に
あ
っ
た
稽
古
場
が
聖
廟
︑
講
堂
︑
塾
舎
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を
備
え
た
公
的
教
育
施
設
に
拡
充
さ
れ
25

︑
倉
成
龍
渚
と
野
本
雪
巌
は
教
授
に
任
じ
ら

れ
た
︒
運
営
管
理
方
針
は
﹁
進
脩
館
草
創
紀
律
﹂︵
十
二
ヶ
条
︶
で
定
め
ら
れ
た
26

︒

進
脩
館
創
立
の
寛
政
二
年
に
︑
幕
府
が
農
業
と
上
下
の
秩
序
を
重
ん
ず
る
朱
子
学
以

外
の
学
問
を
﹁
異
学
﹂
と
し
て
規
制
し
た
の
で
︑
当
初
は
朱
子
学
が
学
ば
れ
た
が
︑
ほ

ど
な
く
倉
成
は
︑
師
・
藤
田
敬
所
の
古
義
学
を
講
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
ま
た
学
則

に
︑
経
義
朱
註
を
主
と
し
︑
併
せ
て
古
註
を
用
い
る
こ
と
を
定
め
た
︒
進
脩
館
の
教
授

と
し
て
︑
吹
出
浜
︵
中
津
市
︶
古
表
社
祀
官
の
家
に
生
ま
れ
た
九
州
国
学
の
三
大
家
の

一
人
渡
辺
重し
げ

名な

︵
？
〜
一
八
三
〇
︶
の
名
も
見
ら
れ
る
︒
重
名
は
荒
木
田
久ひ

さ

老お
ゆ

︑
本
居

宣
長
の
も
と
で
国
学
を
修
め
︑
進
脩
館
で
皇
典
講
釈
を
月
三
回
行
な
っ
た
︒
中
津
藩
上

士
の
子
弟
は
七
︑
八
歳
頃
に
な
る
と
必
ず
入
学
し
た
が
︑
後
に
は
町
人
の
子
弟
も
入
学

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
国
学
︑
漢
学
︑
洋
学
︑
医
学
︑
筆
道
︑
算
術
︑
兵
学
︑
弓

術
︑
馬
術
︑
剣
術
︑
槍
術
︑
砲
術
︑
抜
合
︑
柔
術
︑
遊
泳
と
い
う
一
五
学
科
は
文
事
も

兵
事
も
重
視
す
る
方
針
を
反
映
し
て
い
る
27

︒
地
元
の
藩
医
の
子
弟
の
基
礎
教
育
は
こ

こ
で
行
わ
れ
て
い
た
︒

先
行
研
究
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
講
義
科
目
に
医
学
も
見
ら
れ
る
が
︑
そ
の
講
義
は
医

書
を
用
い
て
病
気
の
診
断
や
治
療
を
教
え
る
内
容
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
︒
お
そ
ら

く
︑
気
の
通
り
道
と
し
て
の
身
体
や
︑
運
気
論
な
ど
和
漢
医
学
の
思
想
的
基
礎
知
識
を

教
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
仁
徳
の
実
践
を
説
く
孟
子
の
﹁
今
有
仁
心
仁
術
︐

而
民
不
被
其
沢
︐
不
可
法
于
后
世
者
︐
不
行
先
王
之
道
也
28

﹂
を
根
元
と
す
る
医
療
倫

理
の
中
心
的
標
語
﹁
医
は
仁
術
也
﹂
に
つ
い
て
︑
藩
校
の
儒
者
た
ち
が
詳
細
に
講
じ
た

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
︒
と
り
わ
け
︑
古
義
学
を
提
唱
す
る
倉
成
龍
渚
は
︑
そ
の

祖
・
伊
藤
仁
斎
と
同
様
に
学
問
は
人
間
性
の
修
練
で
あ
る
と
し
︑﹁
仁
﹂
を
儒
教
倫
理

の
最
高
の
徳
目
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
に
違
い
な
い
29

︒
中
津
御
典
医
・
大
江
文
明

︵
一
七
五
七
〜
一
八
一
二
︶
の
医
則
第
一
﹁
医
者
不
仁
之
術
勉
為
仁
矣
﹂
や
同
医
家
の

第
五
代
大
江
雲
澤
︵
一
八
二
二
〜
一
八
九
九
︶
の
格
言
﹁
医
不
仁
之
術
欲
務
為
仁
﹂

は
︑
こ
の
儒
学
に
基
づ
く
価
値
観
が
地
元
の
医
界
に
深
く
浸
透
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
︒

中
津
藩
に
お
け
る
書
物
の
流
布

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
修
道
院
︑
大
学
︑
専
門
工
房
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
書
物
の
書
き
写

し
は
︑
活
版
印
刷
技
術
の
発
明
︵
一
四
四
五
年
︶
に
よ
り
廃
れ
て
し
ま
っ
た
が
︑
木
版

印
刷
に
よ
る
商
業
出
版
が
本
格
化
し
た
江
戸
期
の
日
本
で
は
︑
高
価
な
版
本
や
師
語

録
︑
出
島
通
詞
の
記
録
資
料
な
ど
活
字
に
な
ら
な
い
写
本
の
書
き
写
し
は
幕
末
頃
ま
で

情
報
の
伝
播
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
︒
村
上
家
︑
大
江
家
︑
屋
形
家
な
ど
に
伝
わ
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る
医
書
の
多
く
は
︑
遊
学
先
で
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
︑
一
部
に
は
中
津
に
し
か
残
っ

て
い
な
い
も
の
あ
る
よ
う
だ
︒

中
津
地
方
は
人
口
が
少
な
く
︑
書
籍
の
市
場
と
し
て
は
小
さ
か
っ
た
が
︑
数
々
の
版

本
を
調
べ
る
う
ち
に
︑
本
屋
の
存
在
が
判
明
し
た
︒
元
禄
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
通
俗

漢
楚
軍
談
﹄
お
よ
び
﹃
御
家
消
息
往
来
全
﹄
の
巻
末
に
あ
る
﹁
諸
国
發
行
書
肆
﹂
に
︑

﹁
豊
前
梅
津
壽
平
﹂
や
﹁
豊
前
幸
了
屋
壽
平
﹂
の
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
︑
寛
延
年
間

よ
り
幕
末
に
か
け
て
︑﹃
荀
子
﹄︵
一
八
二
七
年
刊
︶︑﹃
韓
子
解
詁
﹄︑﹃
茶
道
聞
書
集
﹄︑

﹃
茶
道
筌
蹄
後
編
聞
書
﹄︑﹃
家
相
圖
説
大
全
﹄︑﹃
地
理
風
水
家
相
一
覽
﹄︑﹃
史
記
觿
﹄︑

﹃
群
書
一
覧
﹄︑﹃
高
青
邱
詩
集
﹄︑﹃
通
議
﹄︑﹃
新
策
﹄︑﹃
西
國
三
十
三
所
名
所
圖
會
﹄︑

﹃
星
巌
集
﹄︑﹃
紅
蘭
小
集
﹄︑﹃
玉
池
吟
社
詩
﹄︑﹃
洗
心
笑
樵
記
﹄
お
よ
び
﹃
詞
瓊
綸
﹄

の
出
版
と
流
通
に
携
わ
っ
て
い
た
︒
梅
津
屋
は
︑
大
正
頃
ま
で
続
い
て
い
た
︒
医
学
関

係
の
出
版
物
と
し
て
は
︑
本
郷
正
豊
の
著
名
な
﹃
鍼
灸
重
寶
記
﹄︵
寛
延
二
﹇
一
七
四

九
﹈
年
刊
︶
お
よ
び
加
賀
藩
校
﹁
明
倫
堂
﹂
で
学
頭
を
務
め
た
儒
学
者
・
新
井
白
蛾
の

﹃
古
易
察
病
傳
﹄︵
寛
政
十
﹇
一
七
九
八
﹈
年
序
︶
の
二
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
︑

上
述
の
書
物
は
︑
あ
ら
た
め
て
中
津
地
方
に
お
け
る
教
育
の
高
さ
を
裏
付
け
て
い
る
︒

医
師
の
専
門
的
養
成
と
生
涯
学
習

代
々
に
わ
た
り
中
津
地
方
で
医
業
を
営
ん
だ
医
家
の
初
代
家
督
の
殆
ど
は
︑
専
門
知

識
を
他
所
で
身
に
つ
け
た
後
に
中
津
へ
移
り
住
ん
だ
︒
小
笠
原
藩
医
・
村
上
宗
伯
︵
寛

文
一
〇
﹇
一
六
七
〇
﹈
年
没
︶
は
︑
そ
の
最
も
古
い
事
例
で
あ
る
︒
宗
伯
は
村
上
蓮
休

の
三
男
と
し
て
行
橋
の
浄
じ
ょ
う

喜き

寺じ

で
生
ま
れ
︑
曲
直
瀬
道
三
流
の
医
学
を
受
け
継
い
だ

大
坂
の
古
林
見
宜
︵
一
五
七
九
～
一
六
五
七
︶
に
師
事
し
︑
寛
永
一
七
年
﹇
一
六
四

〇
﹈
七
月
に
医
師
開
業
の
免
許
皆
伝
を
受
け
た
後
︑
中
津
諸
町
で
医
院
を
開
業
し
た
︒

明
和
二
﹇
一
七
六
五
﹈
年
に
︑
奥
平
昌
鹿
公
か
ら
本
道
御
医
師
に
召
し
出
さ
れ
た
根

来
東
麟
︵
東
林
︶
は
︑﹁
人
身
連
骨
真
形
図
﹂
で
画
期
的
な
功
績
を
残
し
た
根
来
東
叔

︵
一
六
九
八
～
一
七
五
五
︶
の
長
男
と
し
て
山
城
で
生
ま
れ
︑
京
都
で
育
っ
た
︒
中
津

付
近
の
天
仲
寺
山
に
あ
る
墓
碑
は
︑
朱
子
学
︑
本
草
学
︑
中
医
学
の
古
典
に
精
通
し
て

い
た
東
麟
の
知
識
の
幅
広
さ
︑﹁
西
学
﹂
に
対
す
る
考
え
︑
お
よ
び
古
方
に
根
付
い
た

姿
勢
の
み
な
ら
ず
︑
そ
の
知
的
基
盤
を
提
供
し
た
父
東
叔
の
医
術
に
つ
い
て
も
詳
細
に

伝
え
て
い
る
︒

﹁
辛
島
家
系
図
﹂
に
よ
れ
ば
︑
初
代
辛
島
正
庵
玄
快
︵
一
六
七
八
～
一
七
六
九
︶
は
︑

延
宝
六
﹇
一
六
七
八
﹈
年
宇
佐
郡
辛
島
村
で
生
ま
れ
︑
元
禄
一
二
﹇
一
六
九
九
﹈
年
か

ら
小
笠
原
侯
の
医
師
平
田
道
巴
に
医
術
を
学
び
︑
そ
の
二
年
後
京
都
に
遊
学
し
︑
さ
ら

に
長
崎
で
腕
を
磨
い
た
30

︒
彼
は
元
文
四
﹇
一
七
三
九
﹈
年
︑
六
一
歳
で
侍
医
と
な
っ
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た
︒
平
田
道
巴
が
辛
島
正
庵
に
渡
し
た
父
・
長
太
夫
の
修
業
証
書
︵
一
六
六
六
年
︶
の

写
し
に
は
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
お
よ
び
商
館
長
の
蘭
文
が
あ
り
︑
一
六
五
〇
年
代
に

芽
生
え
た
紅
毛
流
外
科
術
が
す
で
に
中
津
地
方
ま
で
伝
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
31

︒
中
津
藩
の
医
学
史
に
名
を
残
し
た
︑
鷹
匠
町
と
京
町
の
二
つ
の
大
江
医
家
の
血
縁
関

係
を
裏
付
け
る
の
は
︑
藩
の
﹁
文
化
三
年
改
﹂
に
集
録
さ
れ
た
大
江
玄
仙
お
よ
び
大
江

雄
山
︵
博
行
︶
の
系
図
で
あ
る
32

︒
大
江
五
郎
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
両
家
の

祖
・
玄
仙
︵
一
七
一
〇
〜
一
七
九
二
︶
は
︑
長
崎
で
鳥
飼
道
節
か
ら
嶋
田
道
碩
に
伝

わ
っ
た
栗
崎
流
︵
南
蛮
流
︶
外
科
を
学
び
︑
宝
暦
四
﹇
一
七
五
四
﹈
年
に
栗
崎
流
外
科

の
免
許
皆
伝
を
受
け
た
︒
当
時
は
約
一
〇
〇
年
前
に
始
ま
っ
た
こ
の
外
科
術
が
ま
だ
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
︑
玄
仙
は
宝
暦
八
﹇
一
七
五
八
﹈
年
に
中
津
藩
に
召
し
抱
え
ら

れ
︑
隠
居
す
る
ま
で
二
三
年
間
御
典
医
を
務
め
た
︒

現
在
の
本
耶
馬
溪
地
区
に
あ
た
る
西
屋
形
村
で
医
業
を
営
ん
で
い
た
屋
形
家
は
︑
も

と
も
と
宇
佐
大
宮
司
家
の
宇
佐
守
節
に
遡
り
︑
宇
佐
氏
は
以
降
八
代
に
わ
た
っ
て
︑
権

大
宮
司
職
を
務
め
な
が
ら
︑
宇
佐
宮
と
関
係
の
深
い
大
根
川
神
社
の
社
司
を
兼
務
し
て

い
た
︒
一
三
世
紀
末
頃
に
は
︑
屋
形
谷
地
方
へ
の
定
着
を
意
味
す
る
﹁
屋
形
﹂
の
姓
が

生
ま
れ
た
よ
う
だ
33

︒
奥
地
の
小
さ
な
集
落
の
医
師
・
屋
形
諸
道
︵
文
政
九
﹇
一
八
二

六
﹈
年
没
︶
が
受
け
た
教
育
や
︑
彼
が
医
業
を
選
ん
だ
経
緯
は
不
明
で
あ
る
︒
諸
道
は

安
永
四
﹇
一
七
七
五
﹈
年
に
﹁
龍
渚
倉
先
生
之
宅
﹂
で
﹁
詩
経
﹂
と
﹁
采
藥
漫
筆
﹂
の

ほ
か
︑﹁
外
療
内
治
法
﹂
と
い
う
医
書
も
写
し
34

︑
翌
安
永
五
年
に
は
︑
少
な
く
と
も

一
年
間
長
崎
で
過
ご
し
て
い
る
︒
諸
道
関
連
の
一
〇
冊
の
写
本
は
す
べ
て
長
崎
の
﹁
吉

雄
先
生
学
室
﹂
で
作
製
さ
れ
た
も
の
で
︑﹃
解
体
新
書
﹄
の
発
表
と
同
時
期
の
吉
雄
耕

牛
の
塾
に
お
い
て
︑
子
弟
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
資
料
を
写
し
︑
ど
の
よ
う
な
医
療
を
学

ん
だ
か
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
︒

長
崎
の
名
医
向
井
元
升
︵
一
六
〇
九
〜
一
六
七
七
︶
の
よ
う
に
儒
学
を
起
点
に
医
学

を
独
学
で
修
得
し
た
例
も
あ
る
が
35

︑
医
業
を
志
し
た
初
代
藩
医
の
多
く
は
︑
幅
広
く

修
行
し
た
上
で
︑
召
し
抱
え
ら
れ
た
︒
高
名
な
師
か
ら
受
け
た
免
許
皆
伝
状
は
出
世
の

前
提
条
件
で
あ
り
︑
長
崎
へ
の
遊
学
は
︑
医
師
と
し
て
の
付
加
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る

も
の
だ
っ
た
︒

江
戸
期
の
医
家
の
二
代
目
家
督
は
幼
い
頃
か
ら
父
の
医
療
活
動
と
研
究
を
身
近
に
体

験
し
な
が
ら
一
定
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
︑
遅
か
れ
早
か
れ
故
郷
か

ら
離
れ
︑
他
所
で
本
格
的
な
専
門
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
︒
緊
密
な
師
弟
関
係
の

下
で
の
医
学
伝
習
は
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
科
組
合
に
お
け
る
見
習
い
制
度
と
の
共
通
点

が
あ
る
が
︑
専
門
知
識
の
扱
い
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
︒
修
行
期
間
満
了
時
に
行
わ

れ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
検
定
試
験
は
︑
組
合
規
定
に
基
づ
い
て
お
り
︑
地
元
の
大
学
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教
授
な
ど
に
よ
っ
て
監
視
さ
れ
る
公
共
性
の
高
い
も
の
だ
っ
た
36

︒
こ
の
よ
う
な
形
で

専
門
的
基
盤
を
築
き
上
げ
て
か
ら
︑
若
き
外
科
医
は
修
行
の
旅
で
視
野
を
広
げ
︑
腕
を

磨
き
︑
技
を
増
や
し
て
い
っ
た
︒
そ
れ
に
対
し
日
本
で
は
︑
門
弟
に
伝
え
た
知
識
を
秘

伝
の
も
の
と
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
︒
近
世
に
形
成
さ
れ
た
こ
の
家
元
制
度
は
︑
知
の

普
及
を
著
し
く
制
約
し
︑
広
範
囲
に
わ
た
る
医
療
体
制
の
確
立
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ

と
な
っ
た
︒

中
津
藩
医
の
世
襲
は
必
ず
し
も
順
調
に
機
能
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒
実
子
が
な

く
養
子
を
迎
え
る
こ
と
も
決
し
て
珍
し
く
な
か
っ
た
︒
ま
た
︑
自
ら
回
り
道
を
す
る
若

者
も
い
た
︒
後
に
人
体
解
剖
で
名
を
あ
げ
る
村
上
玄
水
︵
一
七
八
一
〜
一
八
四
三
︶

は
︑
寛
政
八
﹇
一
七
九
六
﹈
年
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
進
脩
館
に
入
り
︑
倉
成
龍
渚

や
野
本
雪
巖
の
指
導
を
受
け
た
︒
し
か
し
︑
そ
の
二
年
後
︑
久
留
米
藩
の
儒
官
・
梯
隆

恭
︵
一
七
六
八
〜
一
八
一
九
︶
に
入
門
す
る
37

︒
こ
こ
で
玄
水
は
三
年
間
特
に
兵
法
・

軍
学
を
学
ん
だ
︒
村
上
医
家
史
料
館
に
伝
わ
る
史
料
か
ら
︑
玄
水
が
非
常
に
真
剣
に
こ

れ
ら
の
学
問
と
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
数
巻
か
ら
な
る
写
本
﹃
軍
法
極
秘

傳
書
﹄
の
中
に
︑
詳
細
な
陣
の
図
や
兵
法
作
戦
図
な
ど
が
多
数
見
ら
れ
る
︒
文
化
三

﹇
一
八
〇
六
﹈
年
︑
玄
水
は
中
津
へ
帰
還
す
る
︒
こ
の
年
︑
安
芸
国
宮
島
出
身
の
中
井

亀
助
︵
厚
沢
︑
一
七
七
八
〜
一
八
三
二
︶
が
長
崎
遊
学
か
ら
の
帰
路
︑
中
津
を
訪
れ

た
︒
厚
沢
は
以
前
広
島
で
師
・
星
野
良
悦
の
木
製
骨
格
模
型
を
見
た
こ
と
が
あ
り
︑
江

戸
で
大
槻
玄
沢
の
門
下
生
と
し
て
桂
川
甫
周
︑
杉
田
玄
白
な
ど
と
も
親
交
の
あ
る
顔
の

広
い
蘭
方
医
で
あ
っ
た
︒
彼
は
吉
雄
耕
牛
の
門
下
に
も
従
遊
し
︑
水
銀
系
薬
品
に
関
す

る
﹁
升
汞
丹
製
法
秘
訣
﹂
を
執
筆
し
た
こ
と
と
︑
稲
村
三
伯
の
﹃
江
戸
ハ
ル
マ
﹄
の
増

補
版
を
出
版
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
38

︒
厚
沢
は
玄
水
に
西
洋
の
﹁
内
景
方
説
﹂

︵
解
剖
学
︶
に
つ
い
て
語
り
︑
多
大
な
影
響
を
与
え
た
よ
う
だ
︒
そ
の
時
点
で
︑
玄
水

は
よ
う
や
く
家
督
を
継
ぎ
︑
医
業
の
道
へ
進
む
決
心
を
す
る
39

︒

現
存
資
料
が
示
す
長
崎
遊
学
の
最
古
の
事
例
は
︑
上
述
し
た
平
田
道
巴
の
父
・
平
田

長
太
夫
で
あ
る
︒
一
六
六
〇
年
代
中
頃
に
は
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
と
接
触
す
る
に
は

長
崎
奉
行
お
よ
び
出
島
商
館
長
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
︑
長
太
夫
に
は
強
力
な
支
援
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
一
七
世
紀
後
半
か
ら
代
々
に
わ
た
っ
て
商
館
医
の
教
え
を
通
訳

し
た
り
︑
奉
行
な
ど
の
高
級
官
吏
の
た
め
に
そ
れ
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
た

通
詞
家
の
一
部
は
︑
後
に
私
塾
で
紅
毛
人
の
医
学
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
と
り
わ

け
本
木
家
︑
楢
林
家
お
よ
び
吉
雄
家
が
所
有
し
て
い
た
医
書
︑
医
療
道
具
︑
治
療
薬
︑

単
語
帳
︑
抜
粋
︑
報
告
の
写
し
な
ど
は
︑
全
国
各
地
か
ら
の
注
目
を
集
め
た
︒

医
業
を
目
指
す
若
き
藩
士
の
一
部
に
は
︑
医
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
よ
り
広
い
博
学

的
な
教
授
を
求
め
る
者
も
い
た
︒
村
上
玄
水
の
息
子
春
海
は
︑
家
督
と
な
っ
た
文
政
七

中津地方における医学教育の近代化について
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を
学
ん
だ
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史
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史
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ら
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玄
水
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図八 村医・屋形諸道が長崎で作製した写本（中津市歴史民俗
資料館蔵）



た
︒
多
く
の
場
合
︑
身
分
が
高
く
顔
の
広
い
藩
主
の
後
押
し
が
必
要
だ
っ
た
︒
中
津
関

連
で
︑
一
七
世
紀
の
唯
一
の
成
功
例
は
上
述
し
た
平
田
長
太
夫
で
あ
る
︒
彼
の
指
導
を

担
当
し
た
の
は
︑
一
六
六
五
年
一
〇
月
よ
り
二
年
間
出
島
で
勤
務
し
て
い
た
下
位
外
科

医
ラ
イ
エ
ン
︵
C
orn
elisz
d
e
L
ay
en
︶
と
翌
年
一
〇
月
か
ら
︑
病
で
亡
く
な
る
一
六

六
九
年
一
月
九
日
ま
で
上
位
外
科
医
を
務
め
て
い
た
デ
ィ
ル
ク
ス
︵
A
rn
ou
t

D
irck
sz︶
だ
っ
た
︒
一
連
の
写
本
が
示
す
よ
う
に
︑
デ
ィ
ル
ク
ス
は
多
く
の
﹁
弟
子
﹂

に
骨
折
と
脱
臼
の
手
当
て
︑
創
の
縫
合
法
︑
瀉
血
法
お
よ
び
数
々
の
膏
薬
方
を
紹
介

し
︑
初
期
紅
毛
流
外
科
の
普
及
に
大
い
に
貢
献
し
た
45

︒

京
都
の
典
薬
大だ
い

允
じ
ょ
う

・
荻
野
元
凱
︑
桂
川
甫
周
︑
中
川
淳
庵
な
ど
江
戸
の
蘭
学
者
と

親
交
の
あ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
植
物
学
者
・
ツ
ン
ベ
ル
ク
︵
C
arl
P
eter

T
h
u
n
b
erg
,一
七
四
三
〜
一
八
二
八
46

︶
の
在
日
期
間
中
に
︑
耶
馬
溪
の
屋
形
諸
文
が

長
崎
の
吉
雄
耕
牛
の
塾
で
学
ん
で
お
り
︑
そ
の
際
作
製
し
た
写
本
﹁
雑
書
﹂
の
表
紙
裏

面
に
﹁
カ
ア
レ
ル
ヒ
イ
ト
ル

ト
イ
ン
ベ
ロ
ク
﹂
の
記
載
が
あ
る
が
47

︑
大
通
詞
吉
雄

耕
牛
が
地
方
出
身
の
一
介
の
門
下
生
を
同
伴
者
と
し
て
商
館
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
は

考
え
に
く
い
︒

歴
代
出
島
商
館
医
の
行
動
範
囲
は
著
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
が
︑
一
八
二
三
年
に
来

日
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
︵
P
h
ilip
p
F
ran
z
v
on

S
ieb
old
,
一
七
九
六
〜
一
八
六
六
︶
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
外
で
私
塾
兼
診
療
所
の
開

設
を
許
さ
れ
た
︒
こ
こ
で
医
学
や
自
然
科
学
を
学
ん
だ
門
弟
は
五
〇
人
以
上
に
及
ん

だ
︒
文
政
六
﹇
一
八
二
三
﹈
年
か
ら
長
崎
に
住
ん
で
い
た
村
上
玄
水
は
︑
シ
ー
ボ
ル
ト

と
も
面
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
と
い
う
の
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
文
政
九
﹇
一
八
二

六
﹈
年
二
月
︑
商
館
長
デ
・
ス
チ
ュ
ー
レ
ル
と
と
も
に
江
戸
へ
発
っ
た
際
︑
玄
水
は
一

行
と
と
も
に
小
倉
ま
で
随
行
し
︑
小
倉
か
ら
中
津
へ
戻
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
ま

た
︑
玄
水
が
三
年
後
に
中
津
の
﹁
善
地
堂
﹂
で
写
し
た
﹁
矢
以
勃
児
杜
験
方
録
﹂
も
彼

の
シ
ー
ボ
ル
ト
に
対
す
る
強
い
関
心
を
物
語
っ
て
い
る
48

︒
し
か
し
︑
シ
ー
ボ
ル
ト
と

最
も
親
し
く
交
流
し
て
い
た
の
は
︑
後
世
に
﹁
蘭
癖
大
名
﹂
と
呼
ば
れ
た
奥
平
家
九
代

昌
高
︵
一
七
八
一
〜
一
八
五
五
︶
だ
っ
た
︒
昌
高
公
は
︑
抜
群
の
オ
ラ
ン
ダ
語
力
を

持
っ
た
家
臣
・
神
谷
弘ひ

ろ

孝よ
し

と
と
も
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
名
著
﹃
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
﹄
に
登
場

し
て
お
り
︑
二
冊
の
辞
書
49

の
刊
行
で
日
本
の
蘭
学
史
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
50

︒

﹁
長
崎
遊
学
﹂
の
収
穫
は
︑
西
洋
医
学
と
医
術
の
修
得
だ
け
で
は
な
か
っ
た
︒
楢
林

家
︑
吉
雄
家
な
ど
の
家
塾
で
新
し
い
知
識
を
吸
収
し
︑
様
々
な
資
料
を
写
し
な
が
ら
︑

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
門
弟
同
士
の
交
流
に
よ
り
︑
研
究
課
題
︑
研
究
方
法
︑
専
門

的
概
念
な
ど
を
共
有
す
る
一
種
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
た
︒
ま
た
そ
こ
で
培

わ
れ
た
人
脈
は
︑
帰
郷
後
も
続
け
ら
れ
る
学
習
の
内
容
と
質
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
︒長

崎
海
軍
伝
習
所
︵
一
八
五
五
年
︶
お
よ
び
医
学
伝
習
所
︵
一
八
五
七
年
︶
の
設
立

後
は
﹁
遊
学
﹂
の
性
質
が
根
本
的
に
変
わ
っ
た
︒
初
代
教
授
を
務
め
た
オ
ラ
ン
ダ
軍
医

ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
︵
Joh
an
n
es
L
ijd
iu
s
C
ath
arin
u
s

P
om
p
e
v
an
M
eerd
erv
oort,一
八
二
九
〜
一
九
〇
八
︶
は
︑
物
理
学
︑
化
学
な
ど
の

自
然
科
学
に
基
づ
く
体
系
的
な
医
学
教
育
を
導
入
し
︑
従
来
の
伝
承
形
式
を
覆
す
教
育

体
制
を
目
指
し
た
51

︒
こ
れ
に
よ
り
︑
知
と
技
能
は
飛
躍
的
に
均
一
化
さ
れ
︑
伝
授
と

学
習
は
﹁
d
iscip
lin
e﹂︵
規
律
訓
練
︶
と
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

こ
の
﹁
異
質
﹂
の
体
験
が
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
︒
ポ
ン
ペ
の
後
任
と
し
て

長
崎
養
生
所
の
教
頭
と
な
っ
た
ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン

︵
A
n
th
on
iu
s
F
ran
ciscu
s
B
au
d
u
in
,
一
八
二
〇
〜
一
八
八
五
︶
の
生
徒
に
︑
町
医
者

藤
野
東
海
の
息
子
玄
洋
︵
一
八
四
〇
〜
一
八
八
七
︶
が
い
た
︒
明
治
四
年
︵
一
八
七

一
︶
に
大
江
雲
沢
︑
藤
野
玄
洋
ら
が
︑
小
倉
県
知
事
小
幡
高
政
に
中
津
医
学
校
兼
附
属

病
院
の
設
立
を
建
議
し
︑
一
八
七
三
年
に
開
設
さ
れ
た
中
津
医
学
校
の
校
長
は
鷹
匠
町

の
大
江
雲
沢
︑
教
頭
は
京
町
の
大
江
春
水
︑
附
属
病
院
の
院
長
は
藤
野
玄
洋
で
あ
っ

た
52

︒

中津地方における医学教育の近代化について
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伝
染
病
の
流
行
と
医
療
の
組
織
化

近
世
以
前
の
日
本
で
﹁
流
行

は
や
り

病
や
ま
い

﹂
と
し
て
特
に
恐
れ
ら
れ
た
の
は
﹁
疱
瘡
﹂︵
天
然

痘
︶︑﹁
麻
疹
﹂
お
よ
び
﹁
水
疱
瘡
﹂
だ
っ
た
︒
人
々
は
︑
突
然
姿
を
現
し
急
激
に
広
ま

る
病
気
を
擬
神
化
し
︑
養
生
法
や
呪
術
に
よ
り
こ
れ
ら
の
疫
病
神
か
ら
身
を
守
り
︑
退

治
し
よ
う
と
し
て
い
た
︒
中
津
の
白し
ら

髭ひ
げ

神
社
に
は
痘
瘡
神
と
し
て
御
神
札
が
領
布
さ
れ

た
記
録
が
残
っ
て
い
る
︒
一
八
五
七
年
か
ら
五
年
間
長
崎
で
医
学
教
授
を
務
め
た
ポ
ン

ペ
は
﹁
日
本
ほ
ど
痘
瘡
の
あ
る
人
が
多
い
国
は
な
い
︒
住
民
の
三
分
の
一
は
痘
痕
が
あ

る
と
い
っ
て
よ
い
﹂
と
書
い
て
い
る
53

︒

中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
予
防
接
種
の
発
想
は
︑
比
較
的
早
く
日
本
に
根
付
い
た
︒
筑
前

国
秋
月
藩
八
代
藩
主
黒
田
長
舒
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
藩
医
・
緒
方
春
朔
︵
一
七
四
八
〜

一
八
一
〇
︶
は
︑
清
の
臨
床
医
書
﹃
医
宗
金
鑑
﹄︵
九
〇
巻
︑
一
七
四
九
年
刊
54

︶
を

基
に
天
然
痘
患
者
か
ら
採
取
し
た
膿
を
使
っ
た
﹁
人
痘
法
﹂
を
研
究
し
︑
そ
の
成
果
を

秘
伝
と
せ
ず
﹃
種
痘
必
順
弁
﹄︵
寛
政
五
﹇
一
七
九
三
﹈
年
刊
︶
と
し
て
発
表
し
た
55

︒

春
朔
の
鼻
旱
苗
法
を
学
ぶ
門
弟
は
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
が
︑
中
津
地
方
か
ら
の
人

物
は
確
認
で
き
て
い
な
い
︒

一
八
二
三
年
に
出
島
商
館
に
着
任
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
︑
バ
タ
ビ
ア
か
ら
の
牛
痘
苗

で
接
種
を
試
み
た
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
︒
後
任
者
の
リ
シ
ュ
ー
ル
も
成
功
し
な
か
っ

た
︒
一
六
四
八
年
に
来
日
し
た
モ
ー
ニ
ケ
︵
O
tto
G
ottlieb
Joh
an
n
M
oh
n
ik
e,一
八

一
四
〜
一
八
八
八
七
︶
の
痘
苗
も
約
三
週
間
に
及
ぶ
公
開
で
腐
敗
し
て
し
ま
っ
た
︒
そ

の
後
バ
タ
ビ
ア
か
ら
届
い
た
牛
痘
痂
で
よ
う
や
く
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
︒
モ

−
ニ
ケ
は
︑
長
崎
の
阿
蘭
陀
通
詞
会
所
に
伝
習
所
兼
種
痘
所
を
置
き
︑
阿
蘭
陀
通
詞
吉

雄
圭
斎
︑
長
崎
在
住
の
佐
賀
藩
医
楢
林
宗
建
︑
長
崎
遊
学
中
の
水
戸
藩
医
柴
田
方
庵
な

ど
の
協
力
を
得
て
︑
一
六
四
九
年
末
ま
で
に
三
九
一
人
に
接
種
し
成
功
し
た
︒
す
で
に

人
痘
接
種
を
知
っ
て
お
り
︑
牛
痘
接
種
に
関
す
る
情
報
も
以
前
か
ら
入
手
し
て
い
た
医

72

図一〇 辛島医家に伝えた池田流「痘瘡唇舌鑑図」より（中津市歴史民俗資料館蔵）



師
は
︑
よ
り
安
全
な
牛
痘
接
種
に
飛
び
つ
い
た
︒

中
津
藩
で
代
々
藩
医
を
務
め
て
き
た
辛
島
家
の
第
五
代
辛
島
正
庵
蔵
春
︵
一
七
七
九

〜
一
八
五
七
︶
は
︑
長
男
の
章
司
を
六
歳
の
時
に
痘
瘡
で
亡
く
し
︑
そ
れ
を
契
機
に
痘

瘡
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
︒
天
保
一
一
﹇
一
八
四
〇
﹈
年
︑
養
子
の
六
代
目
長
徳
を
岩

国
の
中
村
一
安
の
所
に
送
り
︑
明
の
僧
侶
戴た
い

曼ま
ん

公こ
う

が
周
防
岩
国
城
主
吉
川
家
の
家
臣
池

田
正ま
さ

直な
お

に
伝
え
た
治
痘
法
を
学
ば
せ
た
56

︒
承
応
二
﹇
一
六
五
三
﹈
年
に
来
日
し
た
戴

曼
公
︵
独
立
性
易
︑
一
五
九
六
〜
一
六
七
二
︶
は
︑
唇
と
舌
の
色
︑
形
状
な
ど
に
基
づ

く
緻
密
な
分
類
法
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
病
態
に
適
し
た
薬
品
を
紹
介
し
た
57

︒
こ
の

﹁
池
田
流
﹂
治
痘
法
は
︑
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
広
く
普
及
し
て
い
た
58

︒

中
津
地
方
に
お
い
て
は
痘
瘡
研
究
に
力
を
注
い
だ
辛
島
医
家
が
︑
モ
ー
ニ
ケ
が
持
っ

て
い
た
痘
苗
の
有
用
性
を
い
ち
早
く
理
解
し
た
︒
七
代
目
春
帆
︵
一
八
一
八
〜
一
八
五

九
︶
は
︑
早
々
に
西
周
哲
︑
横
井
玄
伯
︑
神
尾
雄
策
︑
藤
野
東
海
︵
啓
庵
︶︑
藤
本
玄

泰
︑
小
幡
竜
洲
︑
松
川
清
庵
︑
原
岡
平
泉
︑
久
松
方
庵
の
九
人
の
医
師
と
と
も
に
子
供

た
ち
を
長
崎
に
連
れ
て
い
き
︑
種
痘
を
行
な
っ
た
59

︒
同
年
一
二
月
︑
神
尾
雄
策
と
藤

野
東
海
が
︑
第
八
代
藩
主
奥
平
昌
服
に
種
痘
許
可
を
求
め
る
請
願
状
を
提
出
し
た
60

︒

従
来
の
医
療
は
医
師
と
患
者
と
の
個
人
的
な
関
係
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
が
︑
多

数
の
健
康
な
庶
民
に
痘
苗
を
接
種
す
る
こ
と
は
︑
そ
の
枠
を
越
え
る
公
共
性
の
高
い
行

為
と
な
る
︒
ま
た
︑
完
全
に
は
除
外
で
き
な
い
健
康
被
害
が
発
生
し
た
場
合
︑
地
元
社

会
に
不
安
が
広
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
︑
幅
広
い
啓
蒙
活
動
お
よ
び
安
定
的
な
実
施

体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
︒
牛
痘
接
種
の
普
及
に
伴
い
︑
地
域
に
お
け
る
医
療
の
組
織
化

は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
っ
た
︒

藩
民
が
支
え
た
中
津
医
学
館
の
開
設

一
八
世
紀
後
半
か
ら
︑
医
学
教
育
は
藩
の
政
策
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
︒
多
く
の
藩
は
︑
藩
校
の
中
で
医
学
を
教
え
て
い
た
が
︑
九
州
で
は
独
立
し
た

医
師
養
成
所
を
創
設
し
た
藩
が
比
較
的
多
か
っ
た
︒

熊
本
藩

再
春
館

宝
暦
六
年
︵
一
七
五
六
年
︶

薩
摩
藩

医
学
院

安
永
三
年
︵
一
七
七
四
年
︶

豊
後
・
岡
藩

博
済
館

天
明
七
年
︵
一
七
八
七
年
︶

佐
賀
藩

好
生
館

天
保
五
年
︵
一
八
三
四
年
︶

府
内
藩

稽
全
館

安
政
元
年
︵
一
八
五
四
年
︶

中
津
藩

医
学
館

文
久
元
年
︵
一
八
六
一
年
︶

福
岡
藩

賛
生
館

慶
応
三
年
︵
一
八
六
七
年
︶

多
く
の
藩
と
同
様
に
中
津
藩
は
常
に
財
政
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
︒
参
勤
交
代
や

自
然
災
害
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
飢
饉
が
藩
民
に
重
く
の
し
か
か
っ
た
が
︑
宝
暦
年
間
か

ら
数
回
に
わ
た
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
一
連
の
対
策
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
︒
中
津
医
学
館

が
開
設
さ
れ
た
文
久
元
年
頃
︑
藩
に
は
藩
校
進
脩
館
に
加
え
て
新
し
い
教
育
施
設
を
設

立
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
61

︒

文
久
元
﹇
一
八
六
一
﹈
年
正
月
︑
地
元
の
医
師
村
上
玄
秀
︑
西
千
枝
︑
神
尾
雄
朔
︑

藤
野
東
海
︵
啓
庵
︶︑
藤
本
玄
岱
62

︑
原
岡
平
泉
︑
久
松
方
庵
ら
が
種
痘
を
行
な
っ
た

が
︑
あ
ら
た
め
て
種
痘
の
重
要
性
を
認
識
し
た
藩
は
︑
そ
の
直
後
に
町
医
師
藤
野
啓
山

を
医
学
館
普
請
の
御
用
掛
に
任
じ
た
︒

﹁
藤
野
啓
山

医
学
館
御
普
請
ニ
付
御
用
掛
り
被

仰
付
候
︑

正
月
十
八
日
﹂63

藤
野
啓
山
は
福
澤
諭
吉
の
﹃
福
翁
百
余
話
﹄
に
オ
ラ
ン
ダ
語
が
少
し
で
き
る
医
師
と

し
て
登
場
し
て
い
る
64

︒
同
月
末
︑
豪
商
小
幡
省
吾
ら
四
人
は
医
学
館
建
設
の
世
話
方

中津地方における医学教育の近代化について
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に
任
命
さ
れ
た
︒

﹁
正
月
廿
八
日

一
︑
医
学
館
御
普
請
世
話
方
︑
表
立
被

仰
渡
候
ニ
者

無
之
候
へ
共
左
之
人
頭
へ
申

付
候
様
御
沙
汰
ニ
相
成
候
間
︑
呼
出
氏
申
渡
ス

省
吾
殿
所
へ
者
手
紙
ニ
而

沙
汰
致
ス

小
幡
省
吾
・
能
勢
源
右
衛
門
・
播
磨

屋
徳
右
衛
門
・
濵
田
屋
与
兵
衛

〆

支
配
ゟ
申
し
渡
候
様
清
輔
殿
へ
伝
ル
﹂
65

二
月
に
入
る
と
︑
村
屋
久
右
衛
門
が
月
番
町
年
寄
井
上
与
三
兵
衛
に
献
金
を
申
し
出

る
︒

﹁
乍
恐
ー
ー
ー

一
︑
私
義
︑
数
年
御
羽
根
下
ニ

住
居
仕
︑
御
陰
を
以
渡
世
相
続
仕
難
有
仕
合
奉
存

候
︑
猶
又
先
年
来
植
疱
瘡
被

仰
付
︑
子
供
之
第
一
難
病
等
相
遁
れ

御
国
恩
之
程

重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
︑
然
ル

処
此
節
医
学
館
御
建
立
ニ

相
成
候
趣
奉
承
知
候
︑
依

之
聊
為
御
冥
加
銀
︑
右
御
普
請
用
之
内
金
五
拾
両
︑
献
上
仕
度
奉
願
候
︑
右
願
之
通

被

仰
付
被
下
置
候
ハ
ゝ
難
有
奉
存
候
︑
此
段
宜
敷
被

仰
上
可
被
下
候

已
上

酉
二
月

月
番
町
年
寄
井
上
与
三
兵
衛
殿

二
月
七
日
願
之
通
被
仰
付

候
︑

二
月
十
五
日
上
納
相
済

村
屋
久
右
衛
門
﹂
66

久
右
衛
門
に
よ
れ
ば
︑
人
々
を
疱
瘡
の
病
難
か
ら
救
う
た
め
に
医
師
た
ち
が
数
年
前

か
ら
子
供
に
種
痘
を
接
種
し
て
お
り
︑
恩
返
し
と
し
て
計
画
中
の
医
学
館
の
た
め
に
︑

金
五
〇
両
を
献
上
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
︒
そ
も
そ
も
︑
痘
瘡
が
発
生

し
な
い
限
り
︑
予
防
接
種
の
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
藩
民
は
牛
痘
接

種
の
有
用
性
を
十
分
に
理
解
で
き
た
よ
う
だ
︒
同
じ
二
月
に
小
松
屋
兵
衛
︑
国
崎
屋
長

兵
︑
鍋
屋
久
三
郎
︑
組
内
藤
吉
︑
塩
屋
藤
右
衛
門
︑
兵
庫
屋
利
兵
衛
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
町

年
寄
に
宛
て
た
ほ
ぼ
同
様
の
﹁
口
上
之
覚
﹂
に
お
い
て
医
学
館
創
設
に
対
す
る
協
力
を

表
明
し
て
い
る
67

︒
ま
た
︑
医
学
館
の
門
の
た
め
の
瓦
︑
扉
︑
松
丸
太
︑
囲
垣
︑
石

垣
︑
葛
か
ず
ら

石い
し

な
ど
の
建
築
材
料
も
提
供
さ
れ
た
68

︒

﹁
乍
恐
ー
ー
ー

一
︑
私
義
︑
医
学
館
御
普
請
御
世
話
方
被

仰
付
冥
加
至
極
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
︑

就
右
ニ
萬
㕝
御
為
筋
ニ
相
成
候
様
ニ
与
立
廻
り
相
勤
︑
何
与
■
御
用
立
品
物
兼
而
献
上
仕

度
存
意
罷
在
候
處
︑
御
積
り
も
仕
候
儀
ニ
御
座
候
へ
者
︑
聊
之
義
ニ
御
座
候
へ
共
︑
御
玄

関
葛
石
献
上
仕
度
奉
存
候
間
︑
奉
願
上
候
通
被

仰
付
下
置
候
ハ
ゝ
難
有
仕
合
ニ

奉

存
候
︑
此
段
宜
敷
被

仰
上
可
被
下
候
︑
以
上

酉
六
月

町
年
寄
衛
藤
清
輔
殿

十
月
朔
日
ニ

出
ニ
ス

十
一
月
朔
日
願
之
通

被

仰
付
候

古
博
多
町
江
本
屋
利
兵
衛
﹂69

﹁
惣
町
大
帳
﹂
に
は
︑
万
延
二
年
二
月
か
ら
文
久
元
年
一
一
月
︵
一
八
六
一
年
三
月

〜
一
二
月
︶
に
か
け
て
︑
こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
70

︒
享
保
元

﹇
一
七
一
六
﹈
年
創
業
の
醤
油
醸
造
元
﹁
室
屋
﹂
菊
池
家
が
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書

館
蔵
に
寄
贈
し
た
﹁
市
令
録
﹂
に
も
こ
の
よ
う
な
資
金
︑
米
︑
囲
垣
石
︑
玄
関
石
な
ど

の
寄
付
が
記
録
さ
れ
て
い
る
71

︒
豪
商
菊
池
を
は
じ
め
︑
献
金
者
の
殆
ど
は
商
人
だ
っ

た
︒

村
屋
久
右
衛
問

金
五
拾
両

船
町

鍋
屋
久
三
郎
︑
組
内
藤
吉

金
参
拾
両

塩
屋
藤
左
衛
門

金
参
拾
両
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国
崎
屋
長
平

金
弐
拾
両

古
博
多
町

茶
屋
弥
兵
衛

金
弐
拾
両

諸
町

室
屋
久
衛
問
︑
菊
池
安
之
蒸

金
弐
拾
両

有
宗
半
兵
名
義
三
男
久
平
衛

金
弐
拾
両

有
宗
半
兵
衛

金
弐
拾
両

有
宗
半
兵
衛

金
壱
拾
両

兵
庫
屋
利
兵
衛

銀
札
弐
貫
五
百
匁

中津地方における医学教育の近代化について
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図一一 「中津城旧地図」に見られる医学館（中津市簗家旧蔵、大分県立先哲史料館蔵）

図一二 中津医学館の見取図（『藩政時代の教育』より）



松
葉
屋
作
兵
衛

銀
札
五
百
目

冒
頭
に
述
べ
た
藩
民
の
高
い
教
育
水
準
︑
医
師
た
ち
の
啓
蒙
活
動
な
ら
び
に
商
人
層

の
奉
仕
精
神
が
民
間
の
医
学
館
設
立
運
動
に
つ
な
が
っ
た
︒

医
学
館
は
︑
城
下
町
の
南
部
に
あ
っ
た
上
勢ぜ
い

溜
だ
ま
り

に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

そ
の
隣
に
は
町
奉
行
︑
郡
奉
行
︑
目
付
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
﹁
三
役
所
﹂
が
あ
っ

た
72

︒
一
八
世
紀
に
創
設
さ
れ
た
医
師
養
成
所
で
は
︑
和
漢
医
学
が
教
授
さ
れ
た
が
︑
幕
末

頃
に
な
る
と
西
洋
医
学
が
飛
躍
的
に
広
ま
っ
た
︒
激
し
い
時
代
の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
る

江
戸
で
︑
中
津
藩
は
素
早
い
反
応
を
見
せ
る
︒
医
学
館
開
設
の
三
年
前
に
下
級
藩
士
福

澤
諭
吉
が
藩
命
を
受
け
緒
方
洪
庵
の
適
塾
か
ら
江
戸
へ
戻
り
︑
中
津
藩
中
屋
敷
に
塾
を

開
い
た
︒
当
初
は
蘭
学
の
普
及
を
目
指
し
た
が
︑
そ
の
翌
年
横
浜
で
オ
ラ
ン
ダ
語
の
限

界
を
痛
感
し
︑
英
学
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
万
延
元
﹇
一
八
六
〇
﹈
年
咸
臨

丸
に
艦
長
の
従
僕
と
し
て
乗
り
込
み
渡
米
し
︑
文
久
二
﹇
一
八
六
二
﹈
年
に
は
遣
欧
使

節
団
の
探
索
方
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
︑
イ
ギ
リ
ス
︑
オ
ラ
ン
ダ
︑
ド
イ
ツ
︑
ロ
シ
ア
︑
ポ

ル
ト
ガ
ル
を
歴
訪
し
た
諭
吉
は
︑
従
来
の
蘭
学
を
洋
学
に
広
げ
︑
藩
を
越
え
た
近
代
化

の
思
想
を
唱
え
た
︒

ジ
ェ
ン
ナ
ー
︵
E
d
w
ard
Jen
n
er,
一
七
四
九
〜
一
八
二
三
︶
の
牛
痘
接
種
を
受
け

入
れ
た
中
津
の
医
師
が
西
洋
医
学
に
関
心
を
寄
せ
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

が
︑
残
念
な
が
ら
︑
施
設
の
運
営
管
理
や
教
育
の
詳
細
に
関
す
る
資
料
は
残
っ
て
い
な

い
︒
藩
内
の
医
学
教
育
を
概
観
す
る
﹃
藩
政
時
代
の
教
育
﹄︵
一
九
二
五
年
︶
に
よ
れ

ば
︑
医
学
館
は
医
学
を
志
す
若
者
だ
け
で
な
く
︑
ベ
テ
ラ
ン
医
師
の
学
習
の
場
で
も

あ
っ
た
が
︑
養
成
課
程
の
設
置
に
は
至
ら
な
か
っ
た
︒

﹁
医
学
研
究
ノ
事
ハ
旧
藩
主
ニ
於
テ
夙
ク
注
意
セ
ラ
レ
寺
院
等
ニ
医
院
集
会
シ
会
読

等
ア
リ
シ
モ
時
来
ラ
ス
シ
テ
学
校
設
立
等
ノ
挙
ア
ル
ニ
至
ラ
ス
已
ニ
解
剖
ノ
事
ア
リ

シ
モ
即
長
濱
ニ
於
テ
セ
リ
距
今
二
十
三
四
年
﹇
万
延
文
久
ノ
時
代
﹈
江え

三み

竹た
け

町
二
校

舎
ヲ
新
築
シ
医
生
老
少
ヲ
論
セ
ス
漢
洋
各
其
書
ヲ
講
シ
其
理
其
術
ヲ
研
究
ス
然
レ
ト

モ
未
タ
課
程
ヲ
設
ク
ル
ニ
イ
タ
ラ
ス
廃
藩
前
三
ノ
町
ニ
転
シ
暫
ク
シ
テ
廃
校
﹂
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図一三 屋形養民による医学修行に関する説明（中津市歴史民俗資料館蔵）



短
命
に
終
わ
っ
た
中
津
医
学
校
兼
附
属
病
院

明
治
二
年
︑
新
政
府
が
ド
イ
ツ
医
学
の
導
入
を
決
議
す
る
と
︑
全
国
各
地
で
次
世
代

医
師
の
養
成
に
加
え
て
和
漢
医
学
か
ら
西
洋
医
学
へ
の
転
換
を
支
え
る
ベ
テ
ラ
ン
医
師

の
再
教
育
が
急
務
と
な
っ
た
︒
す
で
に
医
学
館
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
実
績
を
持
つ
中

津
の
医
師
た
ち
は
新
し
い
教
育
施
設
の
創
設
に
取
り
組
ん
だ
︒
そ
の
関
係
者
の
名
は

﹃
中
津
歴
史
﹄︵
一
八
九
一
年
︶
に
記
載
さ
れ
て
い
る
︒

﹁
明
治
四
﹇
一
八
七
一
﹈
年
十
二
月
小
倉
県
事
ニ
中
津
ノ
医
大
江
雲
澤
等
四
人
ヲ
挙

テ
医
学
校
取
立
方
ヲ
命
ジ
タ
リ
シ
ガ
是
ニ
至
テ
医
学
校
及
病
院
ヲ
片
端
町
ニ
開
設
セ

ラ
レ
大
江
春
水
ヲ
シ
テ
其
教
頭
ト
シ
藤
野
玄
洋
ヲ
シ
テ
院
長
ト
シ
年
々
米
二
百
二
十

五
俵
ヲ
資
シ
之
ヲ
維
持
ス
﹂74

天
保
一
二
﹇
一
八
四
一
﹈
年
大
坂
の
合
水
堂
で
華
岡
流
外
科
術
を
学
ん
だ
中
津
鷹
匠

町
大
江
家
の
第
五
代
大
江
雲
澤
︵
一
八
二
二
〜
一
八
九
九
︶
は
︑
教
育
者
と
し
て
以
前

か
ら
地
域
の
医
師
養
成
に
携
わ
っ
て
い
た
︒
西
屋
形
村
の
開
業
医
・
屋
形
養
民
が
明
治

六
年
に
小
倉
県
に
提
出
し
た
説
明
書
に
よ
れ
ば
︑
雲
澤
は
内
科
︑
外
科
︑
産
科
を
教
え

て
お
り
︑
弘
化
三
﹇
一
八
四
六
﹈
年
よ
り
明
治
二
二
﹇
一
八
八
九
﹈
年
ま
で
の
門
人
帳

に
は
四
二
名
の
門
弟
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
出
身
者
の
国
別
で
最
も
多
い
の
は
豊
前

国
で
二
七
名
︑
次
い
で
豊
後
国
が
九
名
︑
以
下
阿
波
国
が
二
名
︑
筑
前
国
︑
肥
後
国
︑

長
州
国
︑
備
後
国
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
で
あ
る
︒
書
画
お
よ
び
詩
文
で
知
ら
れ
た
儒

医
・
戸と

早は
や

亨
︵
春
村
︑
一
八
三
七
〜
一
九
〇
六
︶
が
門
下
生
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
︑

教
育
者
と
し
て
の
雲
澤
の
存
在
感
が
う
か
が
え
る
75

︒
新
し
い
小
倉
県
の
当
局
に
も
雲

澤
の
名
は
十
分
通
用
す
る
も
の
だ
っ
た
︒

中
津
京
町
大
江
家
の
大
江
春
水
︵
一
八
七
一
没
︶
に
関
す
る
資
料
は
残
っ
て
い
な

中津地方における医学教育の近代化について
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図一四 自然科学は医学の基礎―中津医学校の教科書『気海観瀾広義』と『化学入門』（中津市歴史民俗資料館蔵）



い
︒
春
水
は
︑
メ
イ
エ
ル
﹃
語
彙
宝
函
﹄76
の
外
来
語
の
部
を
翻
訳
し
﹃
バ
ス
タ
ー
ル

ド
辞
書
﹄︵
一
八
二
二
年
︶
と
し
て
出
版
し
た
御
典
医
・
大
江
春
塘
︵
一
七
八
七
〜
一

八
四
四
︶
の
子
で
あ
る
77

︒
春
水
が
ど
の
よ
う
な
医
学
教
育
を
受
け
た
か
は
不
明
で
あ

る
が
︑
父
春
塘
は
︑
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
︵
Jan
C
ock
B
lom
h
off︶
よ
り

ル
ネ
サ
ン
ス
医
学
の
巨
匠
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
を
思
わ
せ
る
蘭
名
︵
Jacob
u
s
P
aracelsu
s︶

を
授
け
ら
れ
る
な
ど
優
秀
で
78

︑
難
易
度
の
高
い
専
門
的
な
辞
典
を
編
纂
で
き
る
ほ
ど

の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
跡
継
ぎ
の
春
水
も
若
い
頃
か
ら
蘭
学
を
志
し
た
と
思
わ

れ
る
︒

自
然
科
学
に
基
づ
く
体
系
的
な
医
学
教
育
が
求
め
ら
れ
る
新
し
い
時
代
に
︑
町
医
・

藤
野
東
海
の
息
子
玄
洋
︵
一
八
四
〇
〜
一
八
八
七
︶
は
最
適
な
人
材
だ
っ
た
79

︒
玄
洋

は
牛
痘
接
種
の
普
及
に
貢
献
し
︑
医
学
館
普
請
の
御
用
掛
を
務
め
た
藤
野
東
海
︵
啓

山
︑
啓
庵
︶
の
子
で
あ
る
︒
安
政
二
﹇
一
八
五
五
﹈
年
二
月
か
ら
日
田
の
咸
宜
園
で
漢

学
を
学
ん
だ
後
︑
安
政
五
﹇
一
八
五
八
﹈
年
一
二
月
︑
大
坂
の
適
塾
に
入
門
し
︑
約
四

年
間
蘭
学
の
勉
強
に
励
ん
だ
︒
こ
う
し
て
漢
学
と
蘭
学
の
基
礎
を
固
め
た
上
で
︑
玄
洋

は
安
政
四
年
に
設
立
さ
れ
た
長
崎
医
学
伝
習
所
に
学
ん
だ
︒
当
時
︑
初
代
教
授
ポ
ン
ペ

は
す
で
に
帰
国
し
︑
後
任
と
し
て
︑
オ
ラ
ン
ダ
人
陸
軍
軍
医
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ボ
ー
ド

イ
ン
が
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
︒
長
崎
遊
学
後
の
玄
洋
の
行
動
は
ま
だ
十
分
に
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
︑
明
治
二
﹇
一
八
七
〇
﹈
年
に
は
︑
中
津
に
戻
っ
て
開
業
し
︑
明
治
六

﹇
一
八
七
三
﹈
年
に
中
津
医
学
校
附
属
病
院
の
院
長
に
就
任
し
た
︒

十
分
な
教
育
を
受
け
︑
行
動
力
も
あ
る
藤
野
玄
洋
は
価
値
あ
る
人
材
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
︑
中
津
医
学
校
の
運
営
が
あ
る
程
度
軌
道
に
乗
っ
た
と
こ
ろ
で
︑
玄
洋
の
関
心

は
再
び
外
へ
向
か
っ
た
︒
玄
洋
は
明
治
九
﹇
一
八
七
六
﹈
年
に
︑
佐
野
儁
達
ら
と
と
も

に
大
分
医
学
校
の
設
立
建
白
書
を
大
分
県
の
権
参
事
に
提
出
し
た
︒
病
院
長
兼
校
長
・

鳥と
り

潟が
た

恒つ
ね

吉き
ち

が
明
治
十
六
年
に
発
表
し
た
﹃
大
分
県
立
病
院
兼
医
学
校
第
一
次
報
告
﹄
は

当
時
の
動
き
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
︒

﹁
明
治
九
年

一
︑
病
院
兼
医
学
校
設
立
ノ
儀
ヲ
立
テ
ラ
ル

一
︑
十
二
月
県
下
開
業
医
佐
野
儁
し
ゅ
ん

達た
つ

藤
野
玄
洋
宇
都
宮
徠
田
吹
玄
珠
下
瀬
文
蔵
ノ

五
名
ヲ
県
庁
ニ
召
集
シ
院
校
設
立
ノ
方
法
順
序
ヲ
諮
問
セ
ラ
ル

一
︑
同
月
本
県
権
中
属
桑
原
深
造
及
ビ
医
員
藤
野
玄
洋
ヲ
東
京
ニ
派
遣
シ
教
師
雇
入

及
器
械
購
求
ノ
事
ヲ
処
弁
セ
シ
メ
ラ
ル
ル
ト
イ
エ
ド
モ
事
故
ア
リ
テ
果
サ
ス

明
治
十
年

一
︑
西
南
ノ
変
ア
リ
︑
院
校
設
立
ノ
事
︑
為
メ
ニ
沮そ

擱か
く

セ
リ
﹂80

激
動
の
時
代
に
各
地
を
渡
り
歩
い
て
き
た
玄
洋
は
︑
中
津
に
収
ま
り
き
れ
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
︒
西
南
戦
争
が
終
わ
っ
た
明
治
一
二
﹇
一
八
七
九
﹈
年
︑
大
分
県
議
会

で
設
立
が
可
決
さ
れ
︑
翌
十
三
年
に
大
分
医
学
校
が
設
立
さ
れ
た
︒
し
か
し
玄
洋
は
す

で
に
明
治
一
〇
年
に
下
関
に
移
住
し
︑
阿
弥
陀
寺
町
の
﹁
月
波
楼
医
院
﹂
で
開
業
し
て

い
た
81

︒

医
学
校
の
運
営
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
︒
鷹
匠
町
大
江
家
に
医
学

校
の
蔵
書
印
付
き
の
教
科
書
が
残
っ
て
い
る
︒﹃
病
学
通
論
﹄
は
緒
方
洪
庵
が
訳
し
て

嘉
永
二
年
に
京
都
で
刊
行
し
た
日
本
初
の
病
理
学
書
で
あ
る
︒﹃
化
学
入
門
﹄
は
フ
ラ

ン
ス
人
化
学
者
ジ
ラ
ル
ダ
ン
︵
Jean
P
ierre
L
ou
is
G
irald
in
,
一
八
〇
三
〜
一
八
八

四
︶
や
ド
イ
ツ
人
化
学
者
フ
レ
セ
ニ
ウ
ス
︵
C
arl
R
em
ig
iu
s
F
resen
iu
s︑
一
八
一
八

〜
一
八
九
七
︶
の
著
書
を
基
に
編
集
さ
れ
た
教
科
書
で
あ
る
82

︒﹃
気
海
観
瀾
広
義
﹄

は
日
本
で
最
初
の
物
理
書
﹃
気
海
観
瀾
﹄︵
青
地
林
宗
著
︶
を
わ
か
り
や
す
く
し
た
増

補
版
で
あ
る
83

︒

医
学
校
の
た
め
に
尽
力
し
た
大
江
雲
澤
ら
の
使
命
感
は
賞
賛
に
値
す
る
が
︑
や
が
て

78



医
学
教
育
と
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
︒
明
治

七
﹇
一
八
七
四
﹈
年
に
︑
政
府
は
医
師
の
資
格
︑
試
験
制
度
︑
医
学
校
︑
病
院
な
ど
に

関
す
る
規
定
を
定
め
た
﹁
医
制
﹂
を
発
布
し
︑
そ
の
五
年
後
に
は
︑
医
師
資
格
試
験
の

試
験
科
目
は
完
全
に
西
洋
医
学
だ
け
に
な
っ
た
︒
中
津
医
学
校
は
お
そ
ら
く
明
治
七

﹇
一
八
七
四
﹈
年
に
は
︑
教
材
︑
教
員
︑
建
物
維
持
な
ど
の
た
め
の
経
費
を
賄
え
な
く

な
っ
て
い
た
︒
大
江
雲
澤
の
息
子
億
司
︵
一
八
六
四
～
一
九
一
九
︶
は
︑
明
治
十
三

﹇
一
八
八
〇
﹈
年
三
月
一
日
に
大
分
市
高
砂
町
に
開
設
さ
れ
た
﹁
大
分
県
立
医
学
校
﹂

の
第
二
回
生
徒
募
集
時
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
84

︒
し
か
し
億
司
が
こ
の
学
校
を

卒
業
し
た
明
治
一
九
﹇
一
九
八
六
﹈
年
の
翌
年
︑
勅
令
に
よ
り
府
県
立
医
学
校
の
費
用

を
地
方
税
か
ら
支
弁
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
︑
明
治
二
一
﹇
一
八
八
八
﹈
年
三
月
に
は

数
々
の
難
問
に
取
り
組
み
な
が
ら
何
と
か
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
の
県
立
医
学
校
も
ま
た

廃
校
と
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

お
わ
り
に

地
政
学
的
に
み
る
と
︑
中
津
地
方
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
︒
薩
摩
︑
対

馬
︑
佐
賀
︑
福
岡
の
各
藩
や
直
轄
地
長
崎
の
よ
う
に
必
然
的
に
外
の
世
界
が
視
野
に
入

る
環
境
で
は
な
く
︑
豊
富
な
資
源
や
肥
沃
な
農
地
が
あ
っ
て
藩
民
が
余
裕
を
持
っ
て
文

化
活
動
と
学
業
に
没
頭
で
き
た
わ
け
で
も
な
い
︒
自
然
災
害
と
政
策
の
失
敗
に
よ
っ
て

慢
性
的
財
政
難
に
悩
ま
さ
れ
た
中
津
藩
は
︑
医
学
教
育
と
医
療
の
制
度
化
を
進
め
る
余

力
が
な
か
っ
た
︒
ま
た
︑
蘭
学
に
強
い
関
心
を
寄
せ
︑
画
期
的
な
辞
書
で
功
績
を
残
し

た
奥
平
昌
高
は
︑
シ
ー
ボ
ル
ト
ら
西
洋
人
と
の
親
交
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と
刺
激

を
受
け
た
が
︑
そ
れ
を
藩
の
財
政
改
革
に
活
か
そ
う
と
し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
︒

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
た
の
は
︑
む
し
ろ
藩
士
と
商
人
だ
っ
た
︒
藩
民
の
長
崎
遊

学
や
江
戸
・
大
坂
の
中
津
藩
屋
敷
が
果
た
し
た
役
割
も
大
き
か
っ
た
︒
そ
こ
で
は
中
津

で
は
得
ら
れ
な
い
情
報
を
入
手
で
き
︑
全
国
各
地
か
ら
や
っ
て
来
る
異
郷
の
人
々
と
の

交
流
に
よ
り
︑
自
身
の
位
置
づ
け
や
世
界
観
が
一
層
明
白
に
な
る
︒
前
野
良
沢
と
昌
高

公
の
蘭
学
が
結
実
し
た
の
も
︑
福
沢
諭
吉
が
慶
應
義
塾
の
基
と
な
る
蘭
学
塾
を
創
設
し

た
の
も
︑
築
地
鉄
砲
洲
の
中
屋
敷
だ
っ
た
︒

医
学
館
の
設
立
に
お
け
る
藩
民
の
貢
献
は
前
例
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
︒
牛
痘
接
種
を

広
め
よ
う
と
す
る
医
師
た
ち
の
啓
蒙
活
動
と
と
も
に
︑
寺
子
屋
︑
私
塾
︑
藩
校
で
高
度

な
教
育
を
受
け
た
民
衆
の
理
解
力
と
奉
仕
精
神
が
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
原
動
力
と

な
っ
た
︒
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
明
治
初
期
の
中
津
医
学
校
は
厳
し
さ
を
増
す
国
の
規

制
や
運
営
経
費
の
問
題
で
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
︑
中
津
は
そ
の
後
も
広
い
視
野

と
行
動
力
を
持
つ
人
材
を
輩
出
し
続
け
た
︒
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)

『大
分
県
教
育
百
年
史

第
一
巻
通
史
編
﹄︑
大
分
県
教

育
委
員
会
︑
一
九
七
六
年
︑
四
九
〜
五
三
頁

・
大
分
県
史

近
世
篇
Ⅳ
︵
一
九
九
〇
︶

大
分
県
総
務
部
総
務
課
編
﹃
大
分
県
史

近
世
篇
Ⅳ
﹄

大
分
県
︑
一
九
九
〇
年

・
大
分
県
立
病
院
兼
医
学
校
大
一
次
報
告

鳥
潟
恒
吉
編
纂
﹃
自
明
治
十
三
年
至
明
治
十
六
年

大
分
県
立
病
院
兼
医
学
校
大
一
次
報
告
﹄
大
分
：
鳥
潟
恒
吉
︑
一
八
八
三
年

・
大
島
明
秀
︵
二
〇
〇
八
︶

大
島
明
秀
﹁
屋
形
家
史
料
に
見
る
倉
成
龍
渚
の
講
義
︱
写
本
﹁
外

療
内
治
法
﹂
を
中
心
に
﹂︒﹃
史
料
と
人
物
Ⅰ
﹄︵
中
津
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館

資

料
叢
書
Ⅶ
︶
中
津
︑
二
〇
〇
八
年
︑
七
〜
三
〇
頁

・
大
島
明
秀
︵
二
〇
一
〇
︶

大
島
明
秀
﹁
一
九
世
紀
後
半
中
津
に
お
け
る
医
師
大
江
雲
澤
の

﹁
門
人
帳
﹂
に
つ
い
て
﹂︒
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
︑
吉
田
洋
一
︑
大
島
明
秀
共
編
﹃
人
物
と
交
流
Ⅱ
﹄

︵
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館

医
家
史
料
館
叢
書
Ⅸ
︶︑
中
津
：
中
津
市
教
育
委
員
会
︑

三
二
〜
四
七
頁

・
鹿
毛
基
生
︵
一
九
八
四
︶

﹃
大
分
県
の
教
育
史
﹄︑
京
都
：
思
文
閣
出
版
︑
一
九
八
四
年

・
家
臣
人
名
事
典
︵
一
九
八
九
︶

家
臣
人
名
事
典
編
纂
委
員
会
﹃
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典

七
﹄︑
東
京
：
新
人
物
往
来
社
︑
一
九
八
九
年

・
辛
島
詢
士
︵
一
九
七
九
︶

辛
島
詢
士
﹁
中
津
辞
書
の
穿
鑿
﹂﹃
ビ
ブ
リ
ア
﹄︵
天
理
図
書
館

報
︶︑
第
四
四
号
︑
一
九
七
九
年

・
川
嶌
眞
人
︵
一
九
九
二
︶

川
嶌
眞
人
﹃
蘭
学
の
泉
中
津
に
湧
く
﹄︑
西
日
本
臨
床
医
学
研
究

所
︑
一
九
九
二
年

・
川
嶌
眞
人
︵
一
九
九
二
︶

川
嶌
眞
人
﹃
医
は
不
人
の
術
︑
務
め
て
仁
を
な
さ
ん
と
欲
す
﹄
中

津
：
西
日
本
臨
床
医
学
研
究
所
︑
一
九
九
二
年

・
川
嶌
眞
人
︵
二
〇
〇
二
︶

川
嶌
眞
人
﹁
中
津
医
学
校
と
中
津
藩
蘭
学
﹂︒
片
桐
一
男
編
﹃
日
蘭

交
流
史

そ
の
人
・
物
・
情
報
﹄︑
京
都
：
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
〇
二
年
︑
七
六
〜
九
五
頁

・
川
嶌
眞
人
︵
二
〇
〇
六
︶

川
嶌
眞
人
﹃
水
滴
は
岩
を
も
穿
つ
﹄︑
福
岡
︑
梓
書
院
︑
二
〇
〇
六

年
・
川
嶌
眞
人
︵
二
〇
〇
九
︶

川
嶌
眞
人
﹁
辛
島
正
庵
︱
種
痘
に
生
涯
を
か
け
た
医
師
た
ち
﹂︒

﹃
九
州
の
蘭
学
﹄︑
一
三
八
〜
一
四
三
頁

・
川
嶌
眞
人
︵
二
〇
〇
九
Ｂ
︶

藤
野
玄
洋
︱
大
分
県
医
療
史
上
の
先
覚
者
﹂︒﹃
九
州
の
蘭
学
﹄︑

三
四
五
〜
三
五
一
頁

・
河
野
福
夫
︵
一
九
三
九
︶

河
野
福
夫
﹁
中
津
奥
平
侯
の
参
勤
交
代
︵
上
︶﹂﹃
中
津
史
談
﹄︑
第

一
巻
第
二
号
︑
一
九
三
九
年

・
神
戸
輝
夫
︵
二
〇
一
二
︶

神
戸
輝
夫
﹁
中
津
藩
の
儒
者
藤
田
敬
所
に
つ
い
て
﹂
大
分
大
学
経

済
論
集
︑
第
六
三
巻
第
五
・
六
号
︑
二
〇
一
二
年

・
九
州
の
蘭
学
︵
二
〇
〇
九
︶

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
︑
鳥
井
裕
美
子
︑
川
嶌
眞
人
編

﹃
九
州
の
蘭
学
−
越
境
と
交
流
﹄︑
京
都
：
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
〇
九
年

・
沓
沢
宣
賢
︵
二
〇
〇
四
︶

沓
沢
宣
賢
﹁
シ
ー
ボ
ル
ト
と
日
本
医
学
︱
村
上
玄
水
写
本
﹁
矢
以

勃
児
杜
験
方
録
﹂
を
中
心
に
﹂︒﹃
村
上
玄
水
資
料
Ⅱ
﹄︑︵
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館
村

上
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
Ⅱ
︶︑
二
〇
〇
四
年

・
黒
屋
直
房
︵
一
九
四
〇
︶

黒
屋
直
房
﹃
中
津
藩
史
﹄︑
東
京
：
碧
雲
荘
︑
一
九
四
〇
年

・
下
毛
郡
誌
︵
一
九
二
七
︶

大
分
県
下
毛
郡
教
育
会
編
﹃
下
毛
郡
誌
﹄︑
中
津
：
大
分
県
下
毛
郡

教
育
会
︑
一
九
二
七
年
︵
複
製
版
︑
東
京
：
名
著
出
版
︑
一
九
七
二
年
︶

・
小
久
保
明
浩
︵
一
九
八
四
)

｢塾
の
構
造
—
中
津
藩
の
塾
を
中
心
に
﹂︒﹃
講
座

日
本
教
育
史
﹄

第
二
巻
︵
近
世
Ⅰ
・
Ⅱ
・
近
代
Ⅰ
︶︑
東
京
：
第
一
法
規
出
版
︑
一
九
八
四
年

・
坂
井
建
雄
︵
二
〇
一
二
︶

坂
井
建
雄
編
﹃
日
本
医
学
教
育
史
﹄︑
仙
台
：
東
北
大
学
出
版
会
︑

二
〇
一
二
年

・
下
毛
郡
誌
︵
一
九
二
七
︶

下
毛
郡
教
育
会
編
﹃
下
毛
郡
誌
﹄︑
中
津
：
大
分
県
下
毛
郡
教
育

会
︑
一
九
二
七
年

・
高
浦
照
明
︵
一
九
七
八
︶

高
浦
照
明
﹃
大
分
の
医
療
史
﹄︑
大
分
：
大
分
合
同
新
聞
社
︑
一
九

七
八
年

・
高
浦
照
明
︵
一
九
八
〇
︶

高
浦
照
明
編
﹃
風
雪
の
一
世
紀

大
分
県
立
病
院
百
年
史
﹄︑
大

分
：
大
分
県
立
病
院
︑
一
九
八
〇
年

・
童
子
問
︵
一
七
〇
七
︶

伊
藤
仁
斎
著
﹃
童
子
問
﹄︑
宝
永
四
︵
一
七
〇
七
︶
年
刊
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・
富
田
修
司
︵
二
〇
〇
八
︶

富
田
修
司
﹁
耶
馬
溪
屋
形
家
と
そ
の
資
料
に
つ
い
て
﹂︒
Ｗ
・
ミ

ヒ
ェ
ル
︑
大
島
明
秀
︑
吉
田
洋
一
﹁
耶
馬
溪
屋
形
家
の
系
譜
﹂﹃
史
料
と
人
物
Ⅰ
﹄︵
中
津
歴
史

民
俗
資
料
館
分
館
医
家
史
料
館

資
料
叢
書
Ⅷ
︶︑
中
津
︑
二
〇
〇
八
年
︑
一
～
六
頁

・
富
田
英
壽
︵
二
〇
一
〇
︶

富
田
英
壽
﹃
天
然
痘
予
防
に
挑
ん
だ
秋
月
藩
医
緒
方
春
朔
﹄︑
福

岡
：
海
鳥
社
︑
二
〇
一
〇
年

・
鳥
井
裕
美
子
︵
二
〇
〇
九
︶

鳥
井
裕
美
子
﹁
福
澤
諭
吉
︱
蘭
学
を
洋
学
に
開
化
さ
せ
た
啓
蒙

思
想
家
﹂︒﹃
九
州
の
蘭
学
−
越
境
と
交
流
﹄︑
三
五
二
～
三
五
九
頁

・
中
津
市
史
︵
一
九
六
五
︶

中
津
市
史
刊
行
会
編
﹃
中
津
市
史
﹄︑
中
津
：
中
津
市
史
刊
行
会
︑

一
九
六
五
年

・﹁
中
津
城
跡
二
﹂︵
二
〇
〇
一
︶

中
津
市
教
育
委
員
会
編
﹃
中
津
城
跡
二
﹄︵
中
津
市
文
化
材
調

査
報
告
第
五
三
集
︶
中
津
：
二
〇
一
一
年

・
中
津
藩

歴
史
と
風
土

半
田
隆
夫
校
訂
・
解
説
﹃
中
津
藩

歴
史
と
風
土
﹄︵
中
津
藩
史
料

叢
書

第
一
～
十
八
輯
︶︑
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
︑
一
九
八
一
～
一
九
九
八
年

・
中
山

沃
︵
一
九
八
九
︶

中
山
沃
﹁
蘭
学
を
学
ん
だ
岡
山
の
医
師
群
像
﹂︒
吉
備
洋
学
資
料
研

究
会
篇
﹃
洋
学
資
料
に
よ
る
日
本
文
化
史
の
研
究
Ⅱ
﹄︑
岡
山
大
学
︑
一
九
八
九
年
︑
一
四
～

一
五
頁

・
西
澤
直
子
︵
一
九
九
四
︶

西
澤
直
子
﹁
奥
平
家
の
資
産
運
用
と
福
澤
諭
吉
﹂﹃
近
代
日
本
研

究
﹄
第
十
一
巻
︑
一
九
九
四
︑
一
九
七
～
二
二
〇
頁

・
日
本
教
育
史
資
料

文
部
省
総
務
局
課
編
﹃
日
本
教
育
史
資
料
﹄
一
～
十
︑
文
部
省
総
務
局
︑

一
八
九
〇
～
一
八
九
二
年

・
藩
政
時
代
の
教
育
︵
一
九
二
五
︶

大
分
県
社
会
課
﹃
藩
政
時
代
の
教
育
﹄︑
大
分
：
大
分
県
社

会
課
︑
一
九
二
五
年
︵
大
分
県
立
図
書
館
蔵
︶

・
広
池
千
九
郎
︵
一
八
九
一
︶

広
池
千
九
郎
編
述
﹃
中
津
歴
史
﹄﹇
大
分
県
﹈
鶴
居
村
：
広
池
千

九
郎
︑
一
八
九
一
年
︵
複
製
版
︒
下
関
：
防
長
史
料
出
版
社
︑
一
九
七
六
年
︶

・﹃
福
翁
百
余
話
﹄︵
一
九
〇
二
︶

福
沢
諭
吉
﹃
福
翁
百
余
話
﹄︑
東
京
：
時
事
新
報
社
︑
一
九
〇

二
年

・﹃
豊
前
中
津
田
信
伝
﹄

有
角
り
え
子
︑
浜
砂
敦
編
﹃
豊
前
中
津
田
信
伝
﹄
中
津
大
神
宮
︑
二
〇

〇
〇
年

・
細
田
冨
多
︵
二
〇
〇
七
︶

細
田
冨
多
﹁
大
江
医
家
史
料
館
の
文
書
史
料
よ
り
︵
一
︶﹂︒
ミ

ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
編
﹃
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館
医
家
史
料
館
叢
書
Ⅵ
﹄︑
二

〇
〇
七
年
︑
八
六
～
九
〇
頁

・
細
田
冨
多
︵
二
〇
一
〇
︶

細
田
冨
多
﹁
大
分
県
立
医
学
校
と
大
江
家
﹂︒
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル

フ
ガ
ン
グ
編
﹃
人
物
と
交
流
Ⅱ
﹄︵﹃
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館
村
上
医
家
史
料
館
資
料

叢
書
Ⅸ
﹄︶︑
中
津
︑
二
〇
一
〇
年
︑
四
八
～
六
二
頁

・
細
田
冨
多
︵
二
〇
一
一
︶

細
田
冨
多
﹁
中
津
の
辛
島
医
家
に
伝
え
た
池
田
流
﹁
痘
瘡
唇
舌
鑑

図
﹂︒
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
吉
田
洋
一
・
大
島
明
秀
共
編
﹃
史
料
と
人
物
Ⅲ
﹄︵
中
津
市
歴
史
民
俗

資
料
館

分
館
医
家
史
料
館
叢
書
Ⅹ
︶︑
中
津
︑
二
〇
一
一
年
︑
八
八
～
一
〇
五
頁

・
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
〇
三
︶

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
﹁
村
上
玄
水
の
略
歴
﹂︒﹃
村
上
玄

水
資
料
Ⅰ
﹄︵﹃
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館
村
上
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
Ⅰ
﹄︶︑
中
津
教

育
委
員
会
︑
中
津
︑
二
〇
〇
三
年
︑
一
～
六
頁

・
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
〇
六
︶

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
﹁
中
津
藩
主
奥
平
昌
高
と
西
洋
人

と
の
交
流
に
つ
い
て
﹂︒
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
編
﹃
人
物
と
交
流
Ⅰ
﹄︵﹃
中
津
市
歴

史
民
俗
資
料
館

分
館
村
上
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
Ⅴ
﹄︶︑
中
津
︑
二
〇
〇
六
年
︑
二
〇
～
六

一
頁

・
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
〇
七
︶

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
﹁
中
津
藩
医
大
江
春
塘
に
つ
い
て
﹂

﹃
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館

医
家
史
料
館
叢
書
Ⅵ
﹄
中
津
︑
二
〇
〇
七
年
︑
五
八
～

七
七
頁

・
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
〇
七
Ｂ
︶

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
﹁
東
西
の
古
医
書
に
見
ら
れ
る

病
と
治
療
﹂︒
福
岡
：
九
州
大
学
図
書
館
︑
二
〇
〇
七
年
︵
展
覧
会
図
録
︶

・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
大
島
・
吉
田
︵
二
〇
〇
九
︶

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
︑
大
島
明
秀
︑
吉

田
洋
一
﹁
耶
馬
溪
屋
形
家
の
系
譜
﹂︒﹃
史
料
と
人
物
Ⅱ
﹄︵
中
津
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
医
家

史
料
館

資
料
叢
書
Ⅷ
︶︑
中
津
︑
二
〇
〇
九
年
︑
一
～
一
〇
頁

・
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
一
一
︶

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
﹁
平
田
長
太
夫
の
阿
蘭
陀
流
外
科

修
業
証
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
﹂︒
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
吉
田
洋
一
・
大
島
明
秀
共
編
﹃
史
料

と
人
物
Ⅲ
﹄︵
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館
医
家
史
料
館
叢
書
Ⅹ
︶︑
中
津
︑
二
〇
一
一
年
︑

一
～
三
八
頁

・
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
一
三
ー
一
︶

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
﹁
大
江
億
司
写
﹁
動
脈
一
覧

図
﹂
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
﹂︒
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
吉
田
洋
一
・
大
島
明
秀
共
編
﹃
史
料
と
人

物
Ⅴ
﹄︵
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館
医
家
史
料
館
叢
書
Ⅻ
︶︑
中
津
︑
二
〇
一
三
年
︑
六

二
～
八
四
頁

中津地方における医学教育の近代化について
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・
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
一
三
ー
二
︶

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
﹁
吉
松
文
治
訳
纂
﹃
診
断
図

説
﹄︵
明
治
十
二
年
刊
︶
と
大
江
億
司
写
﹁
診
断
図
説

図
譜
﹂
に
つ
い
て
﹂︒
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ

ル
・
吉
田
洋
一
・
大
島
明
秀
共
編
﹃
史
料
と
人
物
Ⅴ
﹄︵
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館
医
家

史
料
館
叢
書
Ⅻ
︶︑
中
津
︑
二
〇
一
三
年
︑
八
五
〜
一
〇
九
頁

・
明
治
前
日
本
医
学
史

日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
編
﹃
明
治
前
日
本
医
学
史
﹄︑
日
本

古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
︑
井
上
書
店
︵
発
売
︶︑
一
九
七
八
年
︵
第
一
巻
よ
り
五
巻
︶

・
本
耶
馬
渓
町
史
︵
一
九
八
七
︶

本
耶
馬
渓
町
史
刊
行
会
編
﹃
本
耶
馬
渓
町
史
﹄︑
本
耶
馬
渓

町
︑
一
九
八
七
年

・
山
崎
有
信
︵
一
九
三
九
︶

山
崎
有
信
﹃
豊
前
人
物
志
﹄︑
東
京
：
国
書
刊
行
会
︑
一
九
三
九
年

︵
復
刻
版
︑
美
夜
古
文
化
懇
話
会
﹃
豊
前
人
物
誌
﹄
行
橋
︑
美
夜
古
文
化
懇
話
会
︑
一
九
七
三

年
︶

・
吉
田

忠
︵
二
〇
〇
九
︶

吉
田
忠
﹁
帆
足
万
里
︱
漢
蘭
折
衷
を
説
く
儒
家
﹂︑﹃
九
州
の
蘭

学
﹄︑
一
二
八
〜
一
三
二
頁

・
吉
田
洋
一
︵
二
〇
〇
六
︶

吉
田
洋
一
﹁
村
上
玄
水
の
参
勤
随
行
記
﹂︒
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編
﹃
人

物
と
交
流
Ⅰ
﹄︵﹃
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

分
館
村
上
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
Ⅴ
﹄︶︑
中

津
︑
二
〇
〇
六
年
︑
一
〜
一
九

・
梁
嶸
︵
二
〇
〇
八
︶

梁
嶸
﹁
中
日
伝
統
医
学
の
舌
診
︱
相
違
点
の
背
景
﹂︒﹃
漢
方
の
臨
床
﹄

第
五
五
巻
第
二
号
︑
二
〇
〇
八
年
︑
二
四
五
〜
二
五
二
頁

・
列
藩
学
政

鹽
谷
世
弘
﹁
列
藩
学
政
﹂︒﹇
製
作
者
不
明
﹈︑﹇
製
作
年
不
明
﹈︑
福
岡
：
九
州
大

学
崎
門
文
庫
所
収

・
M
ich
el
(1999)

M
ich
el,
W
olfg
an
g
:
V
on
L
eip
zig
n
ach
Jap
an
-
D
er
C
h
iru
rg
u
n
d

H
an
d
elsm
an
n
C
asp
ar
S
ch
am
b
erg
er
(1623-1706).
M
ü
n
ch
en
:
Iu
d
iciu
m
,
1999

・
M
ich
el
(2008)

W
olfg
an
g
M
ich
el:Jap
an
sk
läk
ek
on
st
i
teck
n
in
g
ar
av
C
las
F
red
rik

H
orn
sted
t.C
h
ristin
a
G
ran
roth
(ed
.):C
.F
.H
orn
sted
t,B
rev
från
B
atav
ia
-
E
n
resa

till
O
stin
d
ien
1782-1786.
S
tock
h
olm
:
B
ok
förlag
et
A
tlan
tis,
Ju
n
e
2008,
p
p
.
117-150.

・
P
om
p
e
(1867/68)

J.L
.P
om
p
e
v
an
M
eerd
erv
oort:V
ijf
jaren
in
Jap
an
.L
eid
en
:V
an

d
en
H
eu
v
ell
&
V
an
S
an
ten
,
1867/68

史
料

・﹁
奥
平
藩
御
家
中
系
図
﹂︵
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
蔵
︶

・﹁
御
家
中
系
図

文
化
三
年
改
﹂︵
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
蔵
︶

・﹁
御
家
中
系
図

嘉
永
三
年
改
﹂︵
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
蔵
︶

・﹁
外
療
内
治
法
﹂
下
巻
︑
屋
形
諸
道
写
︑︵
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
︶

・
中
津
藩
史
料
叢
書
﹁
市
令
録
﹂
第
一
輯
〜
第
三
輯
︑
中
津
︑
一
九
七
八
〜
一
九
八
〇
年

・﹁
惣
町
大
帳
﹂
後
編
四
二
︵
万
延
元
年
正
月
〜
同
年
一
二
月
︶︑
中
津
市
︑
二
〇
一
一
年

・﹁
雑
書
﹂︵
内
題
︶︑
屋
形
諸
道
写
︑︵
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
︶

・
平
田
長
太
夫
の
修
業
証
書
︒﹁
寛
文
六
年
陽
月
吉
祥
日
﹂
成
立
︑︵
深
水
家
旧
蔵
︑
中
津
市
歴
史

民
俗
資
料
館
蔵
︶

・﹁
村
上
玄
水
墓
碑
銘
﹂︵
原
稿
︑
中
津
市
村
上
医
家
史
料
館
所
蔵
︶

・﹁
門
人
帳
﹂︵
仮
題
︶︑︵
無
題
写
本
︑
一
八
四
六
〜
一
八
八
九
年
︑
中
津
市
大
江
医
家
史
料
館

蔵
︶

大
江
雲
澤
宛
︑
奥
平
昌
邁
﹁
宛
行
状
﹂︑︵
一
八
六
八
年
︑
中
津
市
大
江
医
家
史
料
館
蔵
︶

・
N
ieu
w
e-g
ed
ru
ct
b
astaard
t
w
oord
en
-b
oek
.
D
oor
O
oy
e
S
u
n
too.
L
eefarts
v
an
d
en

lan
d
sh
eer
N
ak
ats,
t'Jed
o.
1822.

注
1

文
書
資
料
は
約
一
一
〇
〇
点

2

文
書
資
料
約
は
一
五
五
〇
点

3

文
書
資
料
約
は
九
〇
点

4

文
書
資
料
約
は
一
一
〇
点

5

現
時
点
で
確
認
で
き
た
の
は
︑
前
野
東
元
お
よ
び
前
野
良
沢

6

現
時
点
で
確
認
で
き
た
の
は
︑
藤
野
玄
悦
お
よ
び
藤
野
玄
洋
の
み

7

山
辺
文
伯
︵
産
科
︑
中
津
藩
中
屋
敷
か
︶

8

田
中
田
信
︵
一
七
四
八
〜
一
八
二
四
︶︒﹃
豊
前
中
津
田
信
伝
﹄
参
照

9

文
書
資
料
約
は
五
〇
〇
点

10

文
書
資
料
約
は
三
五
点

11

と
り
わ
け
諸
町
の
村
上
家
と
京
町
の
大
江
家
に
は
器
物
と
文
書
が
多
数
保
存
さ
れ
て
お
り
︑

そ
の
一
部
は
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
分
館
と
し
て
開
設
さ
れ
た
﹁
村
上
医
家
史
料
館
﹂
お

よ
び
﹁
大
江
医
家
史
料
館
﹂
で
公
開
さ
れ
て
い
る
︒

12

﹁
市
令
録
﹂
第
一
輯
︑
九
五
〜
九
六
頁
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13

﹁
市
令
録
﹂
第
一
輯
︑
一
〇
二
頁

14

今
井
正
樹
︵
一
九
八
二
︶︑
一
四
六
〜
一
四
七
頁

15

﹃
明
治
前
日
本
医
学
史
﹄
第
四
巻
︑
一
四
三
〜
一
四
四
頁
︒
石
原
力
︵
二
〇
〇
三
︶

16

長
崎
遊
学
中
に
手
に
入
れ
た
解
剖
書
﹃
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
﹄
を
杉
田
玄
白
︑
中
川
淳

庵
︑
桂
川
甫
周
ら
盟
友
と
と
も
に
三
年
五
ヶ
月
で
翻
訳
し
﹃
解
体
新
書
﹄
を
編
纂
し
た
︒

17

博
多
町

衛
藤
源
七
即

か
め
や
︑
新
博
多
町

和
漢
洋
薬
種
商
・
医
用
器
械
類

森
松
蔵

18

﹃
大
分
県
教
育
百
年
史
﹄
第
一
巻
︑
四
九
〜
五
三
頁

19

本
姓
は
興
津
氏
︒
山
崎
有
信
︵
一
九
三
九
︶︑
三
七
八
頁

20

小
久
保
明
浩
︵
一
九
八
四
︶︑
一
五
九
頁
︒
山
崎
有
信
︵
一
九
三
九
︶︑
三
七
八
頁

21

廣
池
千
九
郎
︵
一
八
九
一
︶︑
五
九
頁
︒
小
久
保
明
浩
︵
一
九
八
四
︶
参
照

22

藤
田
敬
所
に
つ
い
て
︑
神
戸
輝
夫
︵
二
〇
一
二
︶
参
照

23

廣
池
千
九
郎
︵
一
八
九
一
︶︑
九
四
頁

24

鹿
毛
基
生
︵
一
九
八
四
︶︑
七
九
頁

25

小
久
保
明
浩
︵
一
九
八
四
︶︑
一
六
〇
〜
一
六
一
頁

26

﹁
列
藩
学
政
﹂︵
九
州
大
学
崎
門
文
庫
所
収
︶

27

﹁
文
武
両
道
ヲ
兼
修
ノ
制
ナ
リ
文
武
程
度
ノ
比
例
無
シ
﹂︵
日
本
教
育
史
史
料

三
よ
り
︶

28

孟
子
・
离
娄
上

29

伊
藤
仁
斎
著
﹃
童
子
問
﹄
上
巻
︑
第
四
三
︑
四
五
章
参
照

30

川
嶌
眞
人
︵
一
九
九
二
︶︑
一
九
二
頁
︒
川
嶌
眞
人
﹁
辛
島
正
庵
︱
種
痘
に
生
涯
を
か
け
た

医
師
た
ち
﹂︑﹃
九
州
の
蘭
学
﹄︑
一
四
〇
頁

31

平
田
長
太
夫
の
阿
蘭
陀
流
外
科
修
業
証
書
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
︑
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
一

一
︶
参
照

32

中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
蔵

33

屋
形
に
つ
い
て
︑﹃
大
分
県
史
料
﹄﹁
宇
佐
屋
形
三
郎
文
書
﹂︑
富
田
修
司
︵
二
〇
〇
八
︶︑
ミ

ヒ
ェ
ル
・
大
島
・
吉
田
︵
二
〇
〇
九
︶
参
照

34

写
本
﹁
外
療
内
治
法
﹂
に
つ
い
て
︑
大
島
明
秀
︵
二
〇
〇
八
︶
参
照

35

産
科
医
・
賀
川
玄
悦
︵
一
七
〇
〇
〜
一
七
七
七
︶
も
そ
の
事
例
の
一
つ
に
な
る
︒

36

M
ich
el
(1999)
参
照

37

村
上
玄
水
墓
碑
銘
に
よ
り
︵
中
津
市
︑
東
林
寺
︶

38

中
井
厚
沢
に
つ
い
て
︑
中
山
沃
︵
一
九
八
九
︶
参
照

39

村
上
玄
水
墓
碑
銘
よ
り
︵
中
津
市
︑
東
林
寺
︶

40

帆
足
万
里
に
つ
い
て
︑
吉
田

忠
︵
二
〇
〇
九
︶
参
照

41

﹃
福
翁
百
余
話
﹄
第
十
六
章
︑
六
六
〜
六
七
頁
︒

42

﹃
福
翁
百
余
話
﹄
第
十
六
章
︑
六
七
頁
︒
福
沢
諭
吉
の
生
涯
と
功
績
に
つ
い
て
︑
鳥
井
裕
美

子
︵
二
〇
〇
九
︶
参
照

43

﹁
合
水
堂
﹂
の
入
門
帳
に
︑
中
津
か
ら
来
た
安
部
原
和
泉
︑
大
江
春
亭
︑
大
江
久
︑
大
江
忠

庵
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る
︒

44

中
津
市
大
江
医
家
史
料
館
に
は
︑
華
岡
家
か
ら
大
江
家
に
宛
て
た
書
簡
三
通
︵
大
江
玄
明
宛

華
岡
準
平
書
簡
一
通
︑
大
江
雲
澤
宛
華
岡
準
平
書
簡
一
通
︑
大
江
雲
澤
宛
華
岡
良
平
書
簡
一

通
︶
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
細
田
冨
多
﹁
大
江
医
家
史
料
館
の
文
書
史
料
よ
り
︵
一
︶﹂︑
八
六

〜
九
〇
頁

45

デ
ィ
ル
ク
ス
の
教
え
子
に
は
久
留
米
藩
の
太
田
黒
玄
淡
お
よ
び
一
六
七
三
年
幕
府
の
宗
門
改

め
参
勤
通
詞
な
ら
び
に
医
官
と
な
っ
た
西
吉
兵
衛
︵
西
玄
甫
︶
が
い
る
︒
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
一

一
︶

46

M
ich
el
(2008)
参
照

47

中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
︵
屋
形
家
資
料
所
収
︶

48

ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
〇
三
︶︑
沓
沢
宣
賢
︵
二
〇
〇
四
︶

49

﹃
蘭
語
訳
撰
﹄︵
一
八
一
〇
年
刊
︑
七
〇
七
二
語
収
録
︶︑﹃
中
津
バ
ス
タ
ー
ル
ド
辞
書
﹄︵
一

八
二
二
年
刊
︑
七
二
四
九
語
収
録
︶

50

奥
平
昌
高
と
西
洋
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
︑
ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
〇
六
︶
参
照

51

相
川
忠
臣
︵
二
〇
〇
九
︶

52

﹁
大
分
懸
病
院
兼
醫
学
校
報
告
﹂
所
収
︒
高
浦
照
明
︵
一
九
八
〇
︶︑
五
七
〜
五
八
頁

53

J.
L
.
P
om
p
e
v
an
M
eerd
erv
oort:
V
ijf
jaren
in
Jap
an
.
L
eid
en
:
V
an
d
en
H
eu
v
ell
&

V
an
S
an
ten
,
1867/68

54

第
六
〇
巻
は
﹁
種
痘
心
法
要
旨
﹂
と
な
っ
て
い
る

55

詳
細
に
つ
い
て
︑
富
田
英
壽
︵
二
〇
一
〇
︶
参
照

56

ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
〇
七
Ｂ
︶︑
一
三
〜
一
四
頁

57

川
嶌
眞
人
﹃
中
津
藩
蘭
学
の
光
芒

豊
前
中
津
医
学
史
散
歩
﹄︑
四
〜
七
頁

58

中
日
伝
統
医
学
の
舌
診
に
つ
い
て
︑
梁
嶸
︵
二
〇
〇
八
︶
参
照

59

﹁
奥
平
藩
臣
略
譜
集
録
﹂
に
よ
り
︒
川
嶌
眞
人
︵
二
〇
〇
九
︶
参
照

中津地方における医学教育の近代化について
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60

﹁
惣
町
大
帳
﹂
に
よ
り
︒
川
嶌
眞
人
︵
二
〇
〇
九
︶
参
照

61

中
津
藩
の
財
政
に
つ
い
て
︑﹃
中
津
市
史
﹄︵
一
九
六
五
︑
六
六
七
〜
六
八
〇
︶
お
よ
び
西
澤

直
子
︵
一
九
九
四
︶
参
照

62

神
尾
雄
朔
︑
藤
本
玄
岱
に
つ
い
て
︑
大
島
明
秀
﹁
青
木
周
蔵
の
中
津
滞
在
期
︱
冨
永
家
所
蔵

史
料
を
中
心
に
﹂
参
照

63

﹁
惣
町
大
帳
﹂︵
二
〇
一
一
︶︑
一
一
頁

64

﹁
幸
ニ
同
藩
ノ
医
師
藤
野
啓
山
ナ
ル
者
少
シ
ク
蘭
字
ヲ
知
リ
兼
テ
懇
意
ナ
ル
ニ
付
夜
分
窃
ニ

藤
野
ノ
宅
ニ
行
テ
原
写
ノ
読
合
セ
ヲ
依
頼
シ
テ
三
五
回
ニ
シ
テ
終
リ
前
後
凡
二
十
日
間
ニ
シ
テ

偸
写
ノ
事
全
ク
成
リ
⁝
﹂﹃
福
翁
百
余
話
﹄︵
一
九
〇
二
︶︑
七
十
頁

65

﹁
惣
町
大
帳
﹂︵
二
〇
一
一
︶︑
二
一
頁

66

﹁
惣
町
大
帳
﹂︵
二
〇
一
一
︶︑
二
一
頁

67

﹁
惣
町
大
帳
﹂︵
二
〇
一
一
︶︑
二
六
︑
三
二
頁

68

﹁
惣
町
大
帳
﹂︵
二
〇
一
一
︶︑
二
一
二
頁

69

﹁
惣
町
大
帳
﹂︵
二
〇
一
一
︶︑
一
四
六
頁

70

﹁
惣
町
大
帳
﹂︵
二
〇
一
一
︶︑
一
一
︑
二
一
︑
二
五
︑
二
六
︑
三
二
︑
三
四
︑
四
一
︑
四
九
︑

五
〇
︑
五
一
︑
五
二
︑
一
四
六
︑
一
七
三
︑
二
一
二
頁

71

﹁
市
令
録
﹂
第
二
輯
︑
一
〇
二
︑
一
〇
三
〜
一
〇
五
︑
一
四
八
︵
文
久
元
年
二
月
︑
八
月
︑

一
一
月
︶

72

﹁
中
津
城
跡
二
﹂︵
二
〇
〇
一
︶︑
四
二
〜
四
三
頁
参
照

73

﹃
藩
政
時
代
の
教
育
﹄︵
一
九
二
五
︶︑
二
一
三
頁

74

広
池
千
九
郎
︵
一
八
九
一
︶︑
二
五
〇
〜
二
五
一
頁

75

大
島
明
秀
︵
二
〇
一
〇
︶

76

L
od
ew
ijk
M
eijer:
W
oord
en
sch
at.
A
m
sterd
am
:
H
en
d
rik
B
oom
,
1688

77

大
江
春
塘
の
子
孫
に
つ
い
て
︑
川
嶌
眞
人
︵
一
九
九
二
︶
参
照

78

出
島
商
館
長
日
誌
︑
一
八
二
二
年
四
月
九
日
︵
オ
ラ
ン
ダ
国
立
公
文
書
館
︑
N
F
J
235︶

79

藤
野
玄
洋
の
生
涯
に
つ
い
て
︑
川
嶌
眞
人
︵
二
〇
〇
九
Ｂ
︶
参
照

80

﹃
大
分
県
立
病
院
兼
医
学
校
第
一
次
報
告
﹄︑
五
頁

81

川
嶌
眞
人
︵
二
〇
〇
九
Ｂ
︶
参
照

82

竹
原
平
次
郎
抄
訳
﹃
化
学
入
門
﹄︑
東
京
府
：
万
屋
忠
蔵
︵
一
貫
堂
︶
蔵
版
︑﹇
明
治
初
期
﹈

︵
中
津
市
大
江
医
家
史
料
館
蔵
︶

83

川
本
幸
民
訳
逑
﹃
気
海
観
瀾
広
義
﹄︑
東
京
府
：
稲
田
佐
兵
衛
︑﹇
明
治
初
期
﹈︵
中
津
市
大

江
医
家
史
料
館
蔵
︶︒
Joh
an
n
es
B
u
ijs:
N
atu
u
rk
u
n
d
ig
sch
oolb
oek
.
L
eid
en
,
1800

84

入
学
年
月
は
︑
山
本
艸
堂
編
﹃
下
毛
郡
史
﹄︑
六
九
三
頁
よ
り
︒
細
田
冨
多
︵
二
〇
一
〇
︶︑

ミ
ヒ
ェ
ル
︵
二
〇
一
三
ー
一
︑
二
〇
一
三
ー
二
︶
参
照
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